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ご注意

保証

HP製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によ ってのみ規定される ものと し ま

す。 こ こでの記載は、 追加保証を提供する ものではあ り ません。 こ こに含まれる技術的、 編集上の誤り、 または欠如について、

HPはいかなる責任も負いません。

こ こに記載する情報は、 予告な しに変更される こ とがあ り ます。

権利の制限

機密性のある コ ンピ ューターソ フ ト ウ ェ アです。 これら を所有、 使用、 または複製するには、 HPからの有効な使用許諾が必要

です。 商用コ ンピ ューターソ フ ト ウ ェ ア、 コ ンピ ューターソ フ ト ウ ェ アに関する文書類、 および商用アイテムの技術データは、

FAR12.211および12.212の規定に従い、 ベンダーの標準商用ラ イセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2001-2014 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe®は、 Adobe Systems Incorporated (ア ド ビシステムズ社)の登録商標です。

Intel®およびItanium®は、 Intel Coporationの米国およびその他の国における登録商標です。

Microsoft®、 Windows®、 およびWindows® XPは， Microsoft Corporationの米国における登録商標です。

Oracleと Javaは、 Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

UNIX®は、 The Open Groupの登録商標です。

サポー ト

次のHPソ フ ト ウ ェ アサポー ト オン ラ イ ンのWebサイ ト を参照し て く ださい。

http://support.openview.hp.com 

このサイ ト では、 HPのお客様窓口のほか、 HPソ フ ト ウ ェ アが提供する製品、 サービス、 およびサポー ト に関する詳細情報をご

覧いただけます。 

HPソ フ ト ウ ェ アオン ラ イ ンではセルフ ソルブ機能を提供し ています。 お客様のビジネスを管理するのに必要な対話型の技術サ

ポー ト ツールに、 素早 く 効率的にアクセスできます。 HPソ フ ト ウ ェ アサポー ト のWebサイ ト では、 次のよ う なこ とができます。

• 関心のあるナレ ッ ジ ド キュ メ ン ト の検索

• サポー ト ケースの登録と エンハンス メ ン ト 要求の ト ラ ッキング

• ソ フ ト ウ ェ アパッ チのダウンロー ド

• サポー ト 契約の管理

• HPサポー ト 窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソ フ ト ウ ェ アカス タ マーとの意見交換

• ソ フ ト ウ ェ ア ト レーニングの検索と登録

一部のサポー ト を除き、 サポー ト のご利用には、 HP Passportユーザーと し てご登録の上、 サイ ン イ ン し ていただ く 必要があり 

ます。 また、 多 く のサポー ト のご利用には、 サポー ト 契約が必要です。 HP Passport IDを登録するには、 次のWebサイ ト にアク  

セス し て く ださい。
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http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

アクセスレベルの詳細については、 次のWebサイ ト をご覧 く だ さい。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

サポー ト マ ト リ クス

サポー ト および互換性情報については、 関連する製品リ リースのサポー ト マ ト リ クスを参照し て く だ さい。 サポー ト マ ト リ ク

ス と製品マニュアルは、 次のHPソ フ ト ウ ェ アサポー ト オン ラ イ ンのWebサイ ト で参照できます。

http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp

また、 本リ リースの 『HP Server Automation Support and Compatibility Matrix』 は、 次のHPソ フ ト ウェ アサポー ト オン ラ イ ンの    

製品マニュアルWebサイ ト からダウンロー ド できます。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

ド キュ メ ン ト の更新情報

このリ リースのServer Automation製品の最新のド キュ メ ン ト は、 すべて次のSA Documentation Libraryから入手できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/SA_10_docLibrary.html

SA Documentation Library では、 このリ リ ースに関連するガイ ド ラ イ ン、 リ リ ース ノ ー ド、 サポー ト マ ト リ クス、 およびホワイ  

ト ペ ーパー に ア ク セ ス で き ま す。 ま た、 フ ル ド キ ュ メ ン ト セ ッ ト を 一括 し て ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と も で き ま す。 SA

Documentation Libraryは、 リ リースご とに更新されます。 また、 リ リース ノ ー ト が更新された と きや、 新しいホワイ ト ペーパー 

が発行されたと きにも更新されます。

情報リ ソースを見つける方法

Server Automationの情報リ ソースは、 次のいずれの方法でもアクセスできます。

方法1: 新しいSA Documentation Libraryから、 最新のド キュ メ ン ト にタ イ ト ルとバージ ョ ンを指定し てアクセス し ます。

方法2: [All Manuals Download] から ローカルデ ィ レ ク ト リ にフルド キュ メ ン ト メ ン ト セ ッ ト を保存し ます。

方法3: サポー ト される リ リ ースのHP製品 ド キュ メ ン ト をHPソ フ ト ウ ェ ア ド キュ メ ン ト ポー タルで検索し ます。

各ド キュ メ ン ト にアクセスするには、 次の手順を実行し ます。

1 SA 10.x Documentation Libraryにアクセス し ます。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/SA_10_docLibrary.html  

2 HP Passportの資格情報を使ってログイ ン し ます。

3 ド キュ メ ン ト のタ イ ト ルとバージ ョ ンを指定し て、 [go] を ク リ ッ ク し ます。

ローカルデ ィ レ ク ト リ内の完全な ド キュ メ ン ト セ ッ ト を使用するには、 次の手順を実行し ます。

1 フルド キュ メ ン ト セ ッ ト をローカルデ ィ レ ク ト リ にダウンロー ド するには、 次の手順を実行し ます。

a SA Documentation Libraryにアクセス し ます。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/SA_10_docLibrary.html  

b HP Passportの資格情報を使ってログイ ン し ます。

c SA 10.1バージ ョ ンの [All Manuals Download] タ イ ト ルを探し ます。
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d [go] リ ン ク を ク リ ッ ク し て、 ローカルデ ィ レ ク ト リ にZIPフ ァ イルをダウンロー ド し ます。

e フ ァ イルを解凍し ます。

2 ローカルデ ィ レ ク ト リ内のド キュ メ ン ト を探すには、ド キュ メ ン ト カ タ ログ (docCatalog.html) を使用し ます。ローカルデ ィ   

レ ク ト リ にダウンロー ド し た ド キュ メ ン ト の索引ポータルが表示されます。

3 ド キュ メ ン ト セ ッ ト 内のすべてのド キュ メ ン ト を対象と し てキーワー ド を検索するには、 次の手順を実行し ます。

a ローカルデ ィ レ ク ト リ内の任意のPDF ド キュ メ ン ト を開きます。

b [編集] > [高度な検索] を選択し ます (またはShift＋Ctrl＋Fキー )。

c [以下の場所にあるすべてのPDF文書] オプシ ョ ンを選択し、 ローカルデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

d キーワー ド を入力し、 [検索] を ク リ ッ ク し ます。

HPソ フ ト ウ ェ ア ド キュ メ ン ト ポータルで追加ド キュ メ ン ト を探すには、 次の手順を実行し ます。

HPソ フ ト ウ ェ ア ド キュ メ ン ト ポータルにアクセス し ます。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

このサイ ト を利用するには、 HP Passportへの登録とサイ ン イ ンが必要です。 HP Passport IDの登録は、 HP Passportのサイ ン イ ン    

ページの [New users - please register] リ ン ク を ク リ ッ ク し て く ださい。

適切な製品サポー ト サービスをお申し込みいただいたお客様は、 更新版または最新版をご入手いただけます。 詳細は、 HPの営

業担当にお問い合わせ く ださい。 改訂状況については、 「ド キュ メ ン ト の更新情報」 を参照し て く だ さい。

製品エデ ィ シ ョ ン

Server Automationには、 次の2つの製品エデ ィ シ ョ ンがあり ます。

• Server Automation (SA) は、 Server AutomationのUltimate Editionです。 Server Automationについては、 『SA リ リース ノ ー ト 』 お    

よび 『SAユーザーガイ ド : Server Automation』 を参照し て く だ さい。

• Server Automation Virtual Appliance (SAVA) は、 Server Automation の Premium Edition です。 SAVA の機能については、 『SAVA     

Release Notes』 および 『SAVAク イ ッ クガイ ド』 を参照し て く だ さい。 
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第1章 SA-DMA統合
      
9

この章では、 HP Database and Middleware Automation (DMA) のフ ローをHP Server Automation (SA) と と もに使用    

する方法について説明し ます。 DMAは、 そのサーバー管理ツールと し てSAを使用し ます。

DMAとは

DMA は、 カス タムスク リ プ ト や個々のア ド ホ ッ ク ツールでは対応し きれない状況に対処し ます。 これは、 コ

ンプラ イアンス、 ミ ドルウ ェ ア とデータベースのパッ チ処理、 ミ ドルウェ ア とデータベースのプロビジ ョ ニ

ング、 およびコー ドのリ リースにかかわる課題に対処するための、 業界標準のベス ト プラ ク テ ィ ス と各分野

の専門技術を提供し ます。 IT チームは、 DMA を使用する こ と で、 組織標準を社内全体に徹底できます。 DMA

は、 複数のベンダーのデータベースおよび ミ ドルウ ェ アのテ ク ノ ロジをサポー ト し ています。

統合タ スク

DMAとSAの統合は、 次のサイ ト にある 『HP DMA Installation Guide』 で説明されています。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/documents (英語サイ ト )

『HP DMA Installation Guide』 の該当する項を参照し て、 次の作業を行って く だ さい。

タ スク 項

DMAのイ ンス ト ール - SAとの必要な統合をすべて含む 「How to Install HP DMA」

DMA のア ン イ ン ス ト ール - SA 管理対象サーバーからの  

DMAのアン イ ンス ト ールを含む

「How to Uninstall HP DMA」

DMA の新バージ ョ ンへのア ッ プグ レー ド  - SA コ アへの  

DMA APXの再イ ンス ト ールを含む

「How to Upgrade HP DMA」

現在のDMAバージ ョ ンをSAにリ ン ク 「How to Link HP DMA into HP Server Automation」

http://support.openview.hp.com/selfsolve/documents
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第2章 SA-NA統合
SA-NA統合の概要

IT 環境を変更する と きは、 往々にし て、 ネ ッ ト ワーク管理者、 システム管理者、 アプ リ ケーシ ョ ン技術者が

調整し て作業する こ とが必要にな り ます。 これは、 管理し なければならないアプ リ ケーシ ョ ン環境が、 さ ま

ざまなオペレーテ ィ ングシステムのサーバーやネ ッ ト ワークデバイスで構成されてお り、フ ァ イアウォール、

ロー ドバラ ンサー、 スイ ッ チ、 サーバー、 Webアプ リ ケーシ ョ ンなどが含まれる こ とがあるためです。

た と えば、 環境によ っ ては、 アプ リ ケーシ ョ ンの直前のネ ッ ト ワークデバイス ( ロー ド バラ ンサー、 フ ァ イ 

アウォール、 スイ ッ チなど) への変更が必要にな り ます。 

SA-NA 統合では、 ユーザーがサーバーと ネ ッ ト ワークデバイスの接続状態を把握し、 管理対象サーバーを き

め細か く チ ェ ッ ク でき るよ う にする こ と で、 これらのプロセスを容易に し ています。 この情報に基づいて、

デバイスの相互関係を確認し、 必要な変更を調整および実施し ます。

図1に、 SA-NA統合で行う こ とができる調整タ スクの一部を示し ます。

図1 SA-NA統合を使用し た調整タ スクの概要 

この項では、 NA と SAの統合を構成する方法を示し ています。 統合を確立し たら、 デバイスの詳細を表示し、

ネ ッ ト ワークデバイス とサーバー間の接続を検査し、 デュ プレ ッ クスの不一致を識別し、 デバイスの複合履

歴情報を表示できます。 また、 この項には、 環境全体への変更の実装と、 ネ ッ ト ワーク レポー ト の生成に関

する情報も記述し ています。
11



統合化された方法で、 環境の変更 (サーバーの再配置など) を行い、 サーバーおよびネ ッ ト ワークデバイス全  

体の整合性を保証し、 デュ プレ ッ クスの不一致を検出し て解決するため、 SA-NA 統合には次のイ ン タ フ ェー

スポイ ン ト が用意されています。

• HP Server Automation (SA)

• Network Automation (NA)

• SA Global Shell

• HP Service Automation Visualizer (SA内)

• HP Reports (SA内)

SA-NA統合の機能

SA-NA統合を構成し たら、 次のタ スク を実行できます。

• SAの管理対象サーバーと それにア タ ッ チ されるネ ッ ト ワークデバイス、 およびそれらのネ ッ ト ワーク接

続 (イ ン タ フ ェース とポー ト ) についてのハー ド ウ ェ ア情報の概略と詳細を表示する。

• SA Global File System (OGFS) を使用し て、 次の操作を実行する。

— 管理対象サーバーと接続ネ ッ ト ワークデバイス間を、 関連付けられた物理接続をたど ってナビゲー

ト する

— ネ ッ ト ワークデバイスの構成を検出する

— サーバーとネ ッ ト ワークデバイスにまたがってスク リ プ ト を実行する。

• NAスク リ プ ト をSAスク リ プ ト から呼び出し て、サーバーおよびネ ッ ト ワークデバイスにまたがる操作を

自動化する。

• SA と NAの機能を使用し て、 環境内の管理対象サーバー、 ネ ッ ト ワークデバイス、 レ イヤー 2 ( および推 

定されるレ イヤー 1) 接続を示す図を作成する。

• SAを使用し て、 管理対象サーバーとネ ッ ト ワークデバイス間の構成上のデュ プレ ッ クスの不一致を識別

し、 ト ラ ブルシューテ ィ ングし、 修復する。

• SAを使用し て、 サーバーと ネ ッ ト ワークデバイスの両方を含むこ とができるSAデバイスグループに対し

てアクシ ョ ンを実行する。

• SAを使用し て、 環境内のアプ リ ケーシ ョ ンに加えられた変更を記録する、 サーバーとネ ッ ト ワークデバ

イスの複合イベン ト 履歴ログを確認する。

• SAを使用し て、 複合イベン ト 履歴ログをCSVフ ァ イルやHTMLフ ァ イルにエクスポー ト する。

• NAを使用し て、 ネ ッ ト ワークデバイスの追加詳細情報と イベン ト 履歴に直接アクセスする。

• SA でネ ッ ト ワーク レポー ト を実行し て、 レ イヤー 2接続と推定されるレ イヤー 1接続および構成上の不

一致 (デュ プレ ッ クスのコ ンプ ラ イアンス) を識別する。

このド キュ メ ン ト に記述された接続とい う語は、 注記がある場合を除き、 物理的な接続を意味し ます。 
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NAデータの収集方法

SA-NA 統合機能では、 NA ト ポロジデー タの収集および NA 通信モー ド デー タの収集診断ツールを使用し て、 

ネ ッ ト ワークデバイスに関する情報が収集されます。

NA ト ポロジデータの収集診断

NA ト ポロジデータの収集診断は、 すべてのスイ ッ チのMACア ド レスを収集するよ う NAに指示し ます。 MACア 

ド レスが必要なのは、 物理接続を検出し てSAデータ モデルに追加するためです。

たと えば、 サーバーをスイ ッ チに追加する と、 次回NA ト ポロジデータの収集診断が実行された と きにその情

報が収集されます。 NA ト ポロジデータの収集診断やNA通信モー ド データの収集診断は、 特定のネ ッ ト ワーク

デバイスに対し て手動で実行する こ と も できます。 これらの診断の詳細については、 『NA ユーザーガイ ド』

を参照し て く だ さい。

NAのパフ ォーマンス上の理由から、 これらの診断を複数のデバイスに対し て実行するのは、 1週間あた り 1度

までにし て く だ さい。 NAデータ を高い頻度で更新する必要がある場合は、 サポー ト 担当者に相談し て く だ さ

い。 1つのデバイスに対し てこれらの診断を実行する場合は、 頻度を高 く する こ とができます。

NA通信モー ド データの収集診断

ネ ッ ト ワークデバイスについては、 NA通信モー ド データの収集診断によ って速度とデュ プレ ッ クスが収集さ

れます。 この診断は、 デバイスがNAに初めて追加された と きに実行され、 その後は定義するスケジュールに

従って実行されます。 

ネ ッ ト ワークデバイスの速度とデュ プレ ッ クスの情報が最新である こ と を保証するには、 診断を実行する定

期的なスケジュールを設定する こ と を推奨し ます。 この診断と スケジュール設定の詳細については、 デュ プ

レ ッ クスの不一致 (24ページ) と 『NAユーザーガイ ド』 を参照し て く だ さい。

NAデータベース/SAデータベース

NAデータベース とSAデータベースは統合されません (NAとSAでそれぞれ独自のデータ を管理し ます)。

認証

SA/NAの統合機能については、 SAによ って認証が処理されます。 詳細については、 NA認証の構成 (17ページ)   

を参照し て く だ さい。 NAのみの機能については、 引き続きNAの資格情報を使用し て認証が行われます。

前提条件

次の前提条件を満たす必要があ り ます。

時間の要件

SAとNAのコ アサーバーは、 同期し ていて、 時刻と タ イムゾーンの設定が同じ である こ とが必要です。
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NA統合ポー ト の要件

NA統合を構成する前に、 SAとNAが、 次のポー ト を使用し て相互に通信できる こ と を確認し て く だ さい。 

• ポート 1032 (NAからSAへ)

NAは、 SA Webサービスデータ アクセスエンジンのコ ンポーネン ト  ( スラ イスコ ンポーネン ト バン ドルの  

一部) を実行し ているサーバー上のポー ト 1032にアクセスできる こ とが必要です。デフ ォル ト では、Web 

サービスデータ アクセスエンジンはポー ト 1032で リ ッ スン し ます。

• ポート 8022 (Unix) / ポー ト 22 (Windows) (SAからNAへ)  

Global File System (OGFS) 機能を使用し てネ ッ ト ワークデバイスに関するデータ を表示できるよ う にする    

には、 SAがポー ト 8022 (UnixベースのNAサーバー ) または22 (WindowsベースのNAサーバー ) にアクセス    

できる こ とが必要です。 

• NA API用のRMIポート

NA APIは、 Java RMIを使用し てNAサーバーに接続し ます。 SAは、 NA統合でNA APIを使用し ます。 RMIを使   

用するには、 次のポー ト が開いている必要があ り ます。 

— ポート 1099 

JNDI

— ポート 4444 (NAバージ ョ ン9.10以前の場合)

RMIオブジ ェ ク ト

— ポート 4446 (NAバージ ョ ン9.20以降の場合)

RMIオブジ ェ ク ト

— ポート 1098

RMI メ ソ ッ ド  

SA-NA統合の構成タ スク

SA管理者は、 SAコ アサーバーでい く つかのタ スク を実行し て、 SA-NA統合を有効にする必要があり ます。 

構成作業では、 NAとSAの両方について構成設定をい く つか変更し、 NA ト ポロジデータの診断を実行し、 ユー

ザーアクセス件をい く つか構成し ます。

SAク ラ イアン ト とNAの通信

SAク ラ イアン ト がNAと通信できる こ と を確認し て く だ さい。SAク ラ イアン ト とNAサーバーが通信できない場

合は、 SAク ラ イアン ト でのNAホス ト のリ セ ッ ト  (20ページ) を参照し て く だ さい。

jboss_wrapper.confフ ァ イルの編集

NA のバー ジ ョ ン が 7.6 よ り 前の場合にのみ必要 で す。 バー ジ ョ ン 7.6 以降の場合、 次の エ ン ト リ は

jboss_wrapper.conf内にあ り ません。

wrapper.java.additional.x (x > 8は通し番号) の値を調整し て く ださい。

次に例を示し ます。

変更前:
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wrapper.java.additional.1=-DTCMgmtEngine=1
wrapper.java.additional.2=-Duser.dir=/opt/NA750/server/ext/jboss/bin
wrapper.java.additional.3=-Xmn170m
wrapper.java.additional.4=-Djava.awt.headless=true
wrapper.java.additional.5=-Dfile.encoding=UTF8

#Following are added for bug 150387
wrapper.java.additional.6=-Dorg.omg.CORBA.ORBClass=com.sun.corba.se.internal.
Interceptors.PIORB
wrapper.java.additional.7=-Dorg.omg.CORBA.ORBSingletonClass=com.sun.corba.se.
internal.corba.ORBSingleton
wrapper.java.additional.8=-Xbootclasspath/p:/opt/NA750/server/ext/wrapper/
lib/CORBA_1.4.2_13.jar

#Add location of keystore.This is used to make SSL request.
wrapper.java.additional.9=-Djavax.net.ssl.trustStore=/opt/NA750/server/ext/
jboss/server/default/conf/truecontrol.keystore

# Bug 171948 - Need more PermGen
wrapper.java.additional.10=-XX:MaxPermSize=80m

変更後:

wrapper.java.additional.1=-DTCMgmtEngine=1
wrapper.java.additional.2=-Duser.dir=/opt/NA750/server/ext/jboss/bin
wrapper.java.additional.3=-Xmn170m
wrapper.java.additional.4=-Djava.awt.headless=true
wrapper.java.additional.5=-Dfile.encoding=UTF8

#Following are added for bug 150387
#wrapper.java.additional.6=-Dorg.omg.CORBA.ORBClass=com.sun.corba.se.internal.
Interceptors.PIORB
#wrapper.java.additional.7=-Dorg.omg.CORBA.ORBSingletonClass=com.sun.corba.se.
internal.corba.ORBSingleton
#wrapper.java.additional.8=-Xbootclasspath/p:/opt/NA750/server/ext/wrapper/
lib/CORBA_1.4.2_13.jar

#Add location of keystore.This is used to make SSL request.
wrapper.java.additional.6=-Djavax.net.ssl.trustStore=/opt/NA750/server/ext/
jboss/server/default/conf/truecontrol.keystore

# Bug 171948 - Need more PermGen
wrapper.java.additional.7=-XX:MaxPermSize=80m

SA構成の変更

次のタ スク を実行し て、 SAをNA統合用に準備し ます。

• NAサーバー名の指定 

SAコアイ ンス ト ーラーイ ン タ ビ ューでNAサーバー名を指定し なかった場合は、

twist.nasdata.host=ホス ト名パラ メ ーターの値を/etc/opt/opsware/twist/twist.confフ ァ

イルで指定する必要があ り ます。 
 

次のエン ト リ を探し ます。 

 
twist.nasdata.host=
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NAサーバーのホス ト 名またはIPア ド レスを追加し て く だ さい。 

 

このフ ァ イルの変更の詳細については、 『SA 管理ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

複数のス ラ イ ス コ ン ポーネ ン ト バ ン ド ル を イ ン ス ト ール済みの場合は、 すべてのス ラ イ ス につ い て

twist.confフ ァ イルを編集する必要があり ます。 次に、 すべてのNAサービス と Webサービスデータ アクセ

スエンジンをスラ イスコ ンポーネン ト バン ドルご とに再起動する必要があり ます。

•  SAでのNAポート  (Windowsのみ) の指定

NA が Windows サーバーで実行されている場合は、 /etc/opt/opsware/hub/hub.conf フ ァ イルの

ポー ト 設定パラ メ ーターをnas.port=8022からnas.port=22に変更する必要があり ます。

 デフ ォル ト のWindowsサーバーイ ンス ト ールでは、 ポー ト 22/23でプロキシSSH/Telnetサーバーが実 

行されます。 Unixデフ ォル ト の8022/8023ポー ト ではあ り ません。 

この構成変更を実行し たら、 スラ イスコ ンポーネン ト バン ドルをホス ト し ているサーバーを再起動する必要

があ り ます。

• spin.cronbot.check_duplex.enabledパラ メーターの有効化 

spin.cronbot.check_duplex.enabledシステム構成パラ メ ーターを NA 統合用に有効にする必要があ

り ます。 

このシステム構成パラ メ ーターを有効にするには、 次の手順を実行し ます。

a SAク ラ イアン ト で [管理] タ ブを選択し ます。

b ナビゲーシ ョ ンペイ ンで [システム構成] を選択し ます。 これによ り、 システム構成パラ メ ーターを  

含むSAコ ンポーネン ト 、 フ ァ シ リ テ ィ 、 およびレルムが表示されます。

c SAコ ンポーネン ト のリ ス ト で、[データ アクセスエンジン] を選択し ます。これによ り、そのコ ンポー 

ネン ト のシステム構成パラ メ ーターが表示されます。

d パラ メ ーター spin.cronbot.check_duplex.enabledを探し ます。

e [値] 列で、 新しい値ボタ ン を選択し、 値を 「1」 に設定し ます。

f [元に戻す] ボタ ンを選択し て変更を破棄するか、 [保存] ボタ ンを選択し て変更を保存し ます。

システム構成の詳細については、 『SA 管理ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

統合用のNAの構成

NA統合を現在のSAバージ ョ ンで構成するには、 互換性のあるNetwork Automation (NA) がイ ンス ト ールされて   

いる必要があ り ます。 詳細については、 『NA Support Matrix』 を参照し て く ださい。 

NA管理者は、 NAサーバーで次のタ スク を実行する必要があり ます。

SAゲー ト ウ ェ イの要件

NAは、 統合し よ う とする SA コ アのマス ターゲー ト ウ ェ イ を使用するよ う に構成されている必要があり ます。

NAでSAコ アのマス ターゲー ト ウ ェ イ を指定する方法の詳細については、 『NA Satellite Guide』 を参照し て く だ  

さい。

ユーザーのアクセス権

SA-NA統合のアクセス権限は、 2つの別々のデータベース (NAデータベース と SAデータベース) に基づきます。  

NAは、 認証用に自分自身のデータベースを使用し ます。 SAは、 認証用に別のセキュ リ テ ィ メ カニズムを使用

し ます。 ただ し、 NA統合については、 すべての認証 (NAとSAの両方) がSAで処理されます。
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NAが、 SA認証を使用するよ う に構成されている と、 NAは、 まずSAに対し て認証を試みます。 NAがSAに対す

る認証に失敗する と、 NAデータベースにフ ォールバッ ク し ます。 NAデータベース内にアカウン ト がある と き

は、 フ ォールバッ ク認証が許可されるよ う にそのユーザーが構成されている場合にのみ、 フ ォールバッ クが

許可されます。 NA認証の詳細については、 『NAユーザーガイ ド』 を参照し て く だ さい。 

新しいユーザーがSAで認証される と、 NA内にアカウン ト が作成されます。 このアカウン ト は、 NAの管理設定

でSA認証が有効化された と きに指定されたデフ ォル ト ユーザーグループ内に配置されます。 構成可能なこの

ユーザーグループによ り、 システム管理者がSAユーザーに割り当てたデフ ォル ト のア ク セス権が制御され

ます。

必要なアクセス権セ ッ ト を持っていなければ、 サーバーとネ ッ ト ワークデバイスは表示できません。 アクセ

ス権を取得するには、 SA管理者にお問い合わせ く だ さい。 詳細については、 『SA 管理ガイ ド』 を参照し て く  

ださい。 

NA認証の構成

SA-NA統合を設定するには、 SA認証を使用するよ う にNAを構成する必要があり ます。 この構成を開始する前

に、 次の情報を把握し てお く 必要があ り ます (図3を参照)。

• Twist サーバー : Webサービスデータ アクセスエンジン  (twist) をホス ト し ているサーバーの IP ア ド レス   

またはホス ト 名。 twist は、 ス ラ イス コ ンポーネン ト バン ド ルの一部で、 一般に SA コ アホス ト にイ ンス

ト ールされますが、 別のホス ト にイ ンス ト ールされる こ と もあり ます。

• Twistポー ト 番号: Webサービスデータ アクセスエンジンがリ ッ スンするポー ト 番号。

• Twistユーザー名: Webサービスデータ アクセスエンジンのユーザー名。

• Twistパスワー ド : Webサービスデータ アクセスエンジンのユーザーのパスワー ド。

• OCCサーバー : コマン ド セン ター (OCC) をホス ト し ているサーバーのIPア ド レスまたはホス ト 名。

• デフ ォル ト ユーザーグループ: 新しいSAユーザー用のデフ ォル ト のユーザーグループ。

認証の設定をNAで変更するには、 次のタ スク を実行し ます。

1 NAにログイ ン し ます。

2 [管理] > [管理設定] > [ユーザー認証] を選択し て、 [管理設定 - ユーザー認証] ページを表示し ます。

3 図2に示すよ う に、 [外部認証タ イプ ] セクシ ョ ンでラジオボタ ンを使用し て、 HP Server Automation ソ フ   

ト ウ ェ アおよびTACACS+ (使用されている場合) を選択し ます。

図2 NAの外部認証タ イプ 
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4 スク ロールダウン し て、 図3に示すよ う に、 [HP Server Automation ソ フ ト ウ ェ ア認証] セクシ ョ ンのすべ   

てのフ ィ ールド に入力し ます。 

NAは、 Webサービスデータ アクセスエンジン  (twist) のユーザー名とパスワー ド を使用し て、 レ イヤー  

2データ を収集し ます。 NAは、 Twistユーザーのアクセス権を使用し て、 MAC ア ド レス別にサーバーイ ン

タ フ ェース情報を収集し ます。 Twistユーザーは、 サーバー情報に対する読み取り アクセス権を持ってい

る必要があ り ます。

図3 HP Server Automationソ フ ト ウ ェ ア認証 

5 [保存] を ク リ ッ ク し て、 構成の変更内容を保存し ます。 

NA構成の詳細については、 『NAユーザーガイ ド』 を参照し て く だ さい。

CiscoWorks NCMがあるSA-NA統合の構成

SAをCiscoWorks NCM 1.2と と もにデプロ イする場合は、 構成変更がい く つか必要です。 CiscoWorks NCMの一部   

のデプロ イ メ ン ト  (CiscoWorks LMSがNCMと と もに存在する場合) では、SAとの統合に影響する非標準のポー ト    

が使用されます。

どのよ う な変更が必要になるかを特定するには、 次のタ スク を実行し ます。 

フェーズ1: tomcat4-service.xmlの編集: 

1 NCMサーバーにログイ ン し ます。

2 XMLフ ァ イルを開きます。 

NCMインス ト ールディ レク ト リ/server/ext/jboss/server/default/deploy/
tomcat4-service.xml

3 文字列'scheme=https'を検索し ます。

4 直前のエン ト リ を確認し ます。 これは、 次のよ う になっているはずです。 

port = "ポート番号"

ポート番号の値が443であれば、 フ ェーズ4に進みます。 そ う でない場合は、 指定されているポー ト

を メ モ し てフ ェーズ2に進みます。

フェーズ2: ポート番号の割り当て:

1 SAク ラ イアン ト にログイ ン し ます。

2 SAク ラ イアン ト の [ツール] メ ニューから  [オプシ ョ ン] を選択し ます。

3 [オプシ ョ ンの設定] ウ ィ ン ド ウで [Network Automation] を選択し ます。

4 [ホス ト ] フ ィ ールド で、 ホス ト 名の後ろに: ポート を追加し ます。 こ こで、 <ポート>はフ ェーズ1の手順  

4で確認し たポー ト 番号です。 次に例を示し ます。 

mycore.opsware.com:443

[保存] を ク リ ッ ク し ます。
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< General.Host > は有効なホス ト 文字列である必要があ り ます。 とい う警告が表示されます。 この警告は   

無視し て く だ さい。 [オプシ ョ ンの設定] ウ ィ ン ド ウを閉じ ます。

(フ ェーズ2は、 SAク ラ イアン ト のすべてのユーザーに対し て実行する必要があ り ます。 )

フェーズ3: プライマ リデータアクセスエンジンファイルの編集:

1 プラ イマ リデータ アクセスエンジン  (イ ン フ ラス ト ラ クチャーコ ンポーネン ト バン ドルの一部) がイ ンス  

ト ールされているSAコアサーバーにログイ ン し ます。

2 /opt/opsware/twist/twist.shフ ァ イルを開いて、 次の行を変更し ます。

https://$NASHOST/tcdocs/truecontrol-client.jar

この行を次のよ う に変更し ます (フ ェーズ1の手順4で メ モ し たポー ト は443だと し ます)。

https://${NASHOST}:443/tcdocs/truecontrol-client.jar

3 Webサービスデータ アクセスエンジン  (スラ イスコ ンポーネン ト バン ドルの一部) をホス ト し ているサー  

バーを再起動し ます。

/etc/init.d/opsware-sas restart twist

( フ ェーズ3は、 Webサービスデータ アクセスエンジンサーバーのイ ンス ト ールご とに実行する必要があ

り ます。 )

フェーズ4: SSHポートの割り当て:

1 NCMにログイ ン し ます。 

2 [Admin] > [Administrative Settings] > [Telnet/SSH] を選択し て、 [Administrative Settings - Telnet/SSH] ペー    

ジを表示し ます。

3 [SSH Server] セクシ ョ ンで、 SSHサーバーポー ト を探し ます。

4 ポー ト が8022 であれば終了です。 そ う でない場合は、 使用されているポー ト を メ モ し て、 フ ェーズ4の

手順5に進みます。

5 Global File System (OGFS) ( スラ イスコ ンポーネン ト バン ドルの一部 ) がイ ンス ト ールされている SA コ ア    

サーバーにログイ ン し ます。 

6 /etc/opt/opsware/hub/hub.confフ ァ イルを開いて、 nas.portの値を フ ェーズ4の手順4で見つけた

ポー ト に変更し ます。 次に例を示し ます。 

nas.port=9022 

ト ポロジデータの収集

SA-NA統合のタ スクが完了し たら、 NA ト ポロジデータの収集およびNA通信モー ド データの収集診断を実行す

る必要があ り ます。 これらのユーテ ィ リ テ ィ を実行する手順については、 『NAユーザーガイ ド』 を参照し て

く ださい。

ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

SAがNAと通信し ているかど うかをテス ト するには、 次の状態を確認し ます。

• 自分のSA資格情報でNAにログイ ンできる こ と。 これによ り、 NAがSAと通信できる こ とが確認されます。

• [外部認証タ イプ] の下のNAの [管理設定] で指定されたSA資格情報がSAに設定されている こ と。 これによ   

り、 NAがサーバーのMACア ド レスを調査できる こ とが確認されます。

• NA ト ポロジデータの収集診断が正常に実行されている こ と。この状態を確認するには、タ スク を探し て、

その結果をチ ェ ッ ク し ます。 これによ り、 NAがMACア ド レスを収集し、 SAで調査を試みたこ とが確認さ

れます。
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SAク ラ イアン ト でのNAホス ト のリ セ ッ ト  

使用する SA-NA統合機能によ っては、 ユーザーが特定のNA イベン ト に関する追加詳細情報にアクセスできる

よ う に、 SAク ラ イアン ト  (Java) がNA Webイ ン タ フ ェ ースを  (SAから直接) 開 く こ とが要求される場合があり ま    

す。 管理者が 『SA Installation Guide』 のセ ッ ト ア ッ プ タ スク を完了し ていても、 NAホス ト  (サーバー ) Webイ    

ン タ フ ェースを実行し ているサーバーとSAク ラ イアン ト が直接通信できなければ、SAク ラ イアン ト でNAオプ

シ ョ ンを変更する こ とが必要になる場合があ り ます。 た と えば、 フ ァ イルウォールが原因でSAク ラ イアン ト

がNAホス ト に到達できないのであれば、NAホス ト のプロキシ と し て動作し ているサーバーの名前を指定する

必要があ り ます。 これは、 デフ ォル ト の設定よ り優先されます。 この作業は、 NAホス ト と通信できないSAク

ラ イアン ト を実行し ているすべてのデスク ト ッ プで実行する必要があり ます。

SAク ラ イアン ト でNAホス ト を リ セ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1 SAク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウの [ツール] メ ニューから  [オプシ ョ ン] を選択し ます。

2 [ビ ュー ] ペイ ンで、 [HP Network Automation] を選択し ます。

3 [ ホス ト ] フ ィ ールド に NA ホス ト のプロキシ と し て動作するサーバーの名前を入力し ます。 た と えば、 

「m208」 (m208.example.com NAホス ト のプロキシ) のよ う に入力し ます。 

4 (オプシ ョ ン) [デフ ォル ト に戻す] を ク リ ッ クする と、以前に保存されているNAホス ト 名が復元されます。

5 (オプシ ョ ン) [テス ト ] を ク リ ッ クする と、 NAログイ ンウ ィ ン ド ウが開きます。

6 [保存] を ク リ ッ ク し ます。

SA-NA統合の使用

SA-NA統合を正し く 構成できたら、 次の機能を使用できます。

ネ ッ ト ワークデバイス とサーバー間の接続

SA-NA統合の機能は、 レ イヤー 2接続および推定されるレ イヤー 1接続に基づいています。 OSI モデルのレ イ

ヤーの定義については、 図4を参照し て く だ さい。

図4 OSI7階層モデル   
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データ リ ン ク接続

SA-NA統合機能には、 データ リ ン ク  (レ イヤー 2) 接続を検出し、 物理 (レ イヤー 1) 接続とデータ リ ン ク接続に    

ついてレポー ト する機能も含まれています。 このよ う なデータ リ ン ク接続には、 管理対象サーバー直結のス

イ ッ チや他のスイ ッ チを介し て間接的に接続し ているスイ ッ チが含まれます。 これらの接続は、 デバイスに

よ って報告された MAC ア ド レス と、 サーバーと スイ ッ チの既知の MAC ア ド レスを関連付ける こ と で検出され

ます。

物理接続

物理接続は、 データ リ ン ク接続から推定されます。 推定される物理接続 (27ページ) を参照し て く ださい。 物  

理接続は、 サーバーと スイ ッ チ間の直接的な接続 (ケーブル) を表し ます。

物理接続は、 SA ク ラ イアン ト では、 サーバーエ ク スプローラー、 ネ ッ ト ワークデバイスエ ク スプローラー、

および Service Automation Visualizer (SAV) の詳細レ イアウ ト 図に表示できます。 NA のダイアグラム機能では、    

物理接続、 データ リ ン ク接続、 またはネ ッ ト ワーク  (レ イヤー 3) 接続を表示できます。

SAのネ ッ ト ワークデバイス情報

SA-NA 統合機能では、 管理対象サーバーと ネ ッ ト ワークデバイスに関する基本的なハー ド ウ ェ ア詳細に加え

て、 ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース とネ ッ ト ワークポー ト に関する次の情報も レポー ト されます。

• サーバー側のネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースには、 次のプロパテ ィ があり ます。 

— MACア ド レス

— サブネ ッ ト マスク

— イ ン タ フ ェ ース タ イプ

— IPア ド レス

— DHCP設定

— 接続されているスイ ッ チポー ト

— 速度

— デュ プレ ッ クス (Windowsを除 く )

• ネ ッ ト ワークデバイス側のネ ッ ト ワークポー ト には、 次のプロパテ ィ があり ます。 

— ポー ト 名

— 速度

— デュ プレ ッ クス設定

— 接続されているデバイス

— イ ン タ フ ェ ース タ イプ

ほとんどのデバイスでは、 接続の両側 (サーバーと ネ ッ ト ワークデバイス) が自動ネゴシエー ト モー ド に設定  

されていれば、自動ネゴシエーシ ョ ンが最も有効に機能し ます。た と えば、デュプレ ッ クスポ リ シーで、ポー

ト がフル、 ハーフ、 または自動に設定されるよ う に指定し、 フル (自動) にならないよ う に指定できます。 フ  

ル (自動) のデュ プレ ッ クス設定は、 ポー ト が自動ネゴシエー ト に設定され、 ネゴシエー ト の結果フルデュ プ  

レ ッ クスになったこ と を示し ます。

こ こからのタ スクでは、 サーバーおよびネ ッ ト ワークデバイスの詳細なハー ド ウ ェ ア情報にSAで直接アクセ

スする方法について説明し ます。 ネ ッ ト ワークデバイスに関するハー ド ウ ェ ア情報にNAで直接アクセスする

手順については、 NAのネ ッ ト ワークデバイス情報 (23ページ) を参照し て く だ さい。
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ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースの表示

サーバーに関するハー ド ウ ェ ア情報 (ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースも含む) を表示するには、 次の手順を実行  

し ます。

1 SAク ラ イアン ト にログイ ン し ます。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選択し ます。

3 [表示] ド ロ ッ プダウン リ ス ト から、 [ネ ッ ト ワーク] を選択し ます。

4 内容ペイ ンのサーバーをダブルク リ ッ ク し て、 ハー ド ウェ アの詳細をサーバーエクスプローラーに表示

し ます (図5を参照)。

図5 サーバーエクスプローラーのハー ド ウ ェ アビ ュー 

ネ ッ ト ワークポー ト の表示:

ネ ッ ト ワークデバイスに関するハー ド ウ ェ ア情報 (ネ ッ ト ワークポー ト も含む) を表示するには、 次の手順を  

実行し ます。

1 SAク ラ イアン ト にログイ ン し ます。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンから  [デバイス] > [デバイスグループ] > [パブ リ ッ ク ] を選択し てから、デバイスグ    

ループを選択し ます。

3 内容ペイ ンのネ ッ ト ワークデバイスをダブルク リ ッ ク し て、 ネ ッ ト ワークデバイスエクスプローラーを

表示し ます。
22 第2章



4 ビ ューペイ ンで [ ハー ド ウ ェ ア ] を選択し、 選択し たネ ッ ト ワークデバイスに関する情報を表示し ます。  

図6を参照し て く だ さい。

図6 ネ ッ ト ワークデバイスエクスプローラーのハー ド ウ ェ アビ ュー 

NAのネ ッ ト ワークデバイス情報

環境内のネ ッ ト ワークデバイスが関係する タ スク を ト ラ ブルシューテ ィ ングする と きは、 NAに直接ログイ ン

し て、 ネ ッ ト ワークデバイスの追加詳細情報と イベン ト 履歴を確認できます。 SA-NA 統合機能に用意されて

いるログイ ンオプシ ョ ンを使用する と、 ネ ッ ト ワークデバイスについて、 NAに記録された詳細情報と イベン

ト 履歴にアクセスできます。

ネ ッ ト ワークデバイスの表示

ネ ッ ト ワークデバイスの詳細情報を表示するには、 次の手順を実行し ます。

1 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで、 [デバイス] > [デバイスグループ] > [パブ リ ッ ク] を選択し ます。
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2 内容ペイ ンでネ ッ ト ワークデバイスを選択し ます。

図7 NAでのネ ッ ト ワークデバイスの詳細 

イベン ト 履歴の表示

[イベン ト 詳細] ウ ィ ン ド ウで [デバイス] リ ン ク を ク リ ッ クする と、 デバイスの追加時のタ イムス タ ンプ、 前   

回のスナ ッ プシ ョ ッ ト 、 前回の構成変更などの追加情報が表示されます。

図8 NAでのネ ッ ト ワークデバイスのイベン ト 詳細 

デュ プレ ッ クスの不一致

SA-NA 統合機能には、 デュ プレ ッ ク スの不一致の自動検出機能が用意されています。 デュ プレ ッ ク スの不一

致とは、 管理対象サーバーと接続されているネ ッ ト ワークデバイス間の速度とデュ プレ ッ クスに関する構成

の不一致です。 

サーバーのネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースについては、 24時間ご とに発生するハー ド ウ ェ アの登録時に、 速度

とデュ プレ ッ クスの情報が収集されます。

Windows オペレーテ ィ ングシステムを実行し ているサーバーでは、 デバイスに依存せずにデュ プレ ッ クスを

決定する方法がないため、 Windows のサーバーエージ ェ ン ト は、 初期設定ではデュ プレ ッ ク スの設定を報告

し ません。 カス タムスク リ プ ト をサーバーエージ ェ ン ト に追加する と、 特定のネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース

の速度とデュ プレ ッ クスの設定を収集し報告する こ とができます。 スク リ プ ト を作成し てエージ ェ ン ト と統

合する手順については、 サポー ト 担当者にお問い合わせ く だ さい。
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サーバーの速度とデュ プレ ッ クスの情報は、 SA ク ラ イアン ト で [表示] > [更新] を選択し た り F5キーを押し て    

も、 更新されません。 このデータは、 NA通信モー ド データの収集診断が実行された と きに更新されます。 NA
通信モー ド データの収集診断 (13ページ) を参照し て く だ さい。

ネ ッ ト ワークデバイスについては、 NA通信モー ド データの収集診断によ って速度とデュ プレ ッ クスが収集さ

れます ( この診断は、 定義するスケジュールに従って実行されます )。 ネ ッ ト ワークデバイスの速度とデュ プ 

レ ッ クスの情報が最新である こ と を保証するには、 診断を実行する定期的なスケジュールを設定する こ と を

推奨し ます。 詳細については、 『NAユーザーガイ ド』 を参照し て く だ さい。

サーバーのネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース情報 (速度とデュ プレ ッ クス) と、 接続されたネ ッ ト ワークデバイス  

のネ ッ ト ワークポー ト 情報 (速度とデュ プレ ッ クス) が一致し ない場合、 そのデバイスは非コ ンプ ラ イアンス  

状態にある とみな されます。

SA-NA 統合機能では、 ダ ッ シ ュボー ド を使用し て、 ト ッ プレベルで識別されたデュ プレ ッ ク スの不一致を確

認できます。 また、 サーバーとネ ッ ト ワークデバイスによ って識別されたデュ プレ ッ クスの不一致を、 それ

ぞれサーバーエクスプローラーとネ ッ ト ワークデバイスエクスプローラーで確認する こ と もできます。

ダ ッ シュボー ド でのデュ プレ ッ クスの不一致の表示

デュ プレ ッ クスのコ ンプラ イアンスレベルと、それがダ ッ シュボー ド にどのよ う に表示されるかについては、

『SAユーザーガイ ド :  監査と コ ンプラ イアンス』 を参照し て く だ さい。

デュ プレ ッ クスの不一致の表示 (サーバー別)

サーバーエクスプローラーを使用し てデュ プレ ッ クスの不一致を表示するには、 次の手順を実行し ます。

1 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選択し ます。

2 内容ペイ ンで、 サーバーを選択し ます。

3 サーバーをダブルク リ ッ ク し て、 サーバーエクスプローラーを表示し ます。

4 [ビ ュー ] ペイ ンで、 [ハー ド ウ ェ ア] を選択し ます。

5 [ ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース ] セクシ ョ ンの [ デュ プレ ッ クス ] 列で、 検出された不一致を確認し ます。   

不一致は、 アイ コ ンで示されます。 このアイ コ ンは [デュ プレ ッ クス] 列のデュ プレ ッ クス設定 (フル、   

ハーフ、 自動) の前に表示されます。

デュ プレ ッ クスの不一致の表示 (ネ ッ ト ワークデバイス別)

ネ ッ ト ワークデバイスエクスプローラーを使用し てデュ プレ ッ クスの不一致を表示するには、 次の手順を実

行し ます。

1 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで、 [デバイス] > [デバイスグループ] > [パブ リ ッ ク] を選択し ます。

2 内容ペイ ンでネ ッ ト ワークデバイスを選択し ます。

3 ネ ッ ト ワークデバイスをダブルク リ ッ ク し て、 ネ ッ ト ワークデバイスエクスプローラーを表示し ます。

4 [ビ ュー ] ペイ ンで、 [ハー ド ウ ェ ア] を選択し ます。

5 [ネ ッ ト ワークポー ト ] セクシ ョ ンの [デュ プレ ッ クス] 列で、検出された不一致を確認し ます。不一致は、   

アイ コ ンで示されます。 このアイ コ ンは [ デュ プレ ッ クス ] 列のデュ プレ ッ クス設定 ( フル、 ハーフ、   

自動) の前に表示されます。 図5を参照し て く だ さい。
SA-NA統合 25



 

  

 

ネ ッ ト ワーク レポー ト

物理接続とデュ プレ ッ クスのコ ンプラ イアンスが関係する問題を ト ラ ブルシューテ ィ ングするために、 ネ ッ

ト ワーク レポー ト を実行し て調査する こ とができます。 SA ク ラ イアン ト の Reports 機能を使用する と、 次の

ネ ッ ト ワーク レポー ト を生成し て、 環境内の管理対象サーバーと ネ ッ ト ワークデバイス間のレ イヤー 1 接続

を識別できます。

ネ ッ ト ワークデバイスご との接続

このレポー ト には、 選択し たネ ッ ト ワークデバイスへのすべての物理接続が表示されます。

サーバーご との接続

このレポー ト には、 選択し た管理対象サーバーへのすべての物理接続が表示されます。

これらのレポー ト を実行、 エク スポー ト 、 および印刷する方法については、 『SA レポー ト ガイ ド』 を参照し

て く ださい。 

ネ ッ ト ワーク図

SA の Service Automation Visualizer (SAV) 機能および NA のダイアグラム機能を使用する と、 環境内の管理対象    

サーバー、 ネ ッ ト ワークデバイス、 レ イヤー 2およびレ イヤー 1接続を表す詳細な図を作成できます。 また、

このよ う なネ ッ ト ワーク図を.gif、 .jpg、 および.svgフ ァ イルにエクスポー ト し、 図に注釈を付けて、 他

のアプ リ ケーシ ョ ンで使用する こ と もできます。

SAVおよびダイアグラムツールの詳細については、 『SAユーザーガイ ド :  Service Automation Visualizer (SAV)』    

および 『NAユーザーガイ ド』 を参照し て く だ さい。

HP Service Automation Visualizerの起動

SAVにアクセスするには、 次の手順を実行し ます。

1 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選択し ます。

2 内容ペイ ンで、 1つまたは複数のサーバーを選択し ます。

3 [ ツール ] メ ニューから  [HP Service Automation Visualizer] を選択し、 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択    

し ます。

• SAVウ ィ ン ド ウを開 く には、 [新規] を選択し ます。

• 以前に保存された ト ポロジを開 く には、 [開 く ] を選択し ます。

4 ト ポロジ図を作成し てエクスポー ト するには、『SAユーザーガイ ド :  Service Automation Visualizer (SAV)』    

でHP Service Automation Visualizerの使用手順を参照し て く だ さい。

NAダイアグラムの起動

NAのダイアグラム機能を起動し使用する手順については、 『NAユーザーガイ ド』 を参照し て く だ さい。
26 第2章



NAとSA Global Shell

SA Global File System (OGFS) を使用し て、 サーバーと接続ネ ッ ト ワークデバイス間をナビゲー ト できます。 そ     

れには、 OGFSの/opsw/Servers/@および/opsw/Network/@ デ ィ レ ク ト リ で、 その物理接続をたど り ます。 

また、 次の3種類のNAスク リ プ ト をOGFSで実行する こ と もできます。 

• コマン ド

• 詳細

• 診断

これらのスク リ プ ト は、 /opsw/Scripts/Networkの下にあるOGFSの3つのデ ィ レ ク ト リ に対応し ます。 『SA
ユーザーガイ ド : Server Automation』 の 「ネ ッ ト ワークデ ィ レ ク ト リ」 を参照し て く ださい。

また、 Bourneシ ェルおよびPythonのスク リ プ ト を作成し、 OGFSでの実行時に次のタ スク を実行する こ と もで

きます。

• サーバーとネ ッ ト ワークデバイスを検出する。

• 特定のスイ ッ チに接続されているすべてのサーバーを検出する。

• デュ プレ ッ クスの不一致があるサーバーを検出する。

• 特定のサーバーのネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースを表示する。

• すべてのデバイスのIPア ド レスを取得する。

• 2つのフ ァ イルを比較し て、 ネ ッ ト ワークデバイス構成の変更点を特定する。

• デバイスの詳細 (snmp-locationなど) を変更する。

OGFSの起動

Global Shell機能でOGFSにアクセスするには、 次の手順を実行し ます。

1 [ツール] メ ニューの [Global Shell] を選択し て、 ター ミ ナルウ ィ ン ド ウを起動し ます。 OGFSの使用の詳細    

については、 『SAユーザーガイ ド : Server Automation』 の 「Global Shellセ ッ シ ョ ンを開 く 」 を参照し て く    

ださい。

2 サーバーと接続ネ ッ ト ワークデバイス間をナビゲー ト するには、 『SAユーザーガイ ド : Server 
Automation』 の 「SA Global Shell」 および 「OGFSデ ィ レ ク ト リ」 に示すガイ ド ラ イ ンに従って く だ さい。

リ モー ト ター ミ ナル (rosh)

roshユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 デバイス (サーバーおよびネ ッ ト ワークデバイス) にログイ ン し て、 ネイ  

テ ィ ブ コマン ド を実行できます。 roshは、 Global Shellセ ッ シ ョ ン内から呼び出し ます。 ネイテ ィ ブ コ マン ド 

は、roshを実行し て対話形式で入力する こ と も、roshのオプシ ョ ン と し て指定する こ と もできます。 た と え

ば、roshでスイ ッ チにログイ ン し て、show vlanコマン ド を実行する と、すべてのVLANの詳細を表示できます。

roshユーテ ィ リ テ ィ の使用の詳細については、 『SAユーザーガイ ド : Server Automation』 の 「リ モー ト ター ミ   

ナル」 および 「roshによる管理対象サーバーへのログオン」 を参照し て く だ さい。

推定される物理接続

SA-NA統合機能には、 推定される物理 (レ イヤー 1) 接続を検出し て報告する機能も含まれています。 これらの  

接続は、 データ  (スイ ッ チによ って認識されたMACア ド レスなど) から推定され、 キャ プチャ され、 SAデータ  

モデルに追加されます。
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これらの物理接続 (推定されるレ イヤー 1データ ) は、 ヒ ューリ ステ ィ ッ クに基づいています。 OSI モデルで、  

それぞれのレ イヤーは下位のレ イヤーを隠すための抽象概念です。 し たがって、 デバイスから収集されたレ

イヤー 2データ で、 100%正確なレ イヤー 1データ を生成する こ とはできません。 特に、 次のよ う な状態が1つ

でも存在する と、 レ イヤー 1データは正し く ない場合があ り ます。

• デバイスが、 MACア ド レスが認識されるポー ト 番号を返さ ない。

• NAが (MACア ド レスが認識される) ト ポロジデータ を収集し てから数分以内に、 デバイス間の ト ラ フ ィ ッ  

クがなかった。

• 2つの管理対象デバイスの間に、 管理されていないデバイスがある。

• 2つの管理対象デバイスの間にハブがある。

SAク ラ イアン ト では、 Global Shell でネ ッ ト ワークデバイスデ ィ レ ク ト リ をナビゲー ト する こ と で、 推定され  

るレ イヤー 1接続を表示できます。

デバイスグループ とNA
デバイスグループは、 組織に合わせてデバイス (サーバーおよびネ ッ ト ワークデバイス) を分類するのに役立  

ちます。 たと えば、 顧客、 フ ァ シ リ テ ィ 、 使用方法、 アプ リ ケーシ ョ ンなどを基準にデバイスをグループ化

し、 そのグループ内のすべてのデバイスに対し てアクシ ョ ンを実行できます。 

SAのデバイスグループには、 管理対象サーバーと ネ ッ ト ワークデバイス、 または管理対象サーバーのみを入

れる こ とができます。NAのデバイスグループには、ネ ッ ト ワークデバイス しか入れる こ とができません。ネ ッ

ト ワークデバイスグループの作成と編集は、 NAのみで実行できます。roshユーテ ィ リ テ ィ の使用の詳細につ

いては、 『NAユーザーガイ ド』 を参照し て く だ さい。

複数のサーバー上で実行され、 環境内の複数のネ ッ ト ワークデバイスに依存するアプ リ ケーシ ョ ンを監視す

るには、 そのアプ リ ケーシ ョ ンが実行されるすべてのサーバー と ネ ッ ト ワークデバイ スを含むデバイ スグ

ループ と し て、 アプ リ ケーシ ョ ンをモデル化する こ と を推奨し ます。 これによ り、 SAを使用し てアプ リ ケー

シ ョ ンに関する ト ラ ブルシューテ ィ ングを行う こ とができます。

NAデバイスグループの関連付け

SAのパブ リ ッ クなデバイスグループをNAのデバイスグループに関連付ける と、関心があるすべてのサーバー

と ネ ッ ト ワークデバイスの情報を監視できるよ う にな り ます。 デバイスグループは、 同じグループ名を使用

する こ と で関連付けます。

関連付けるデバイスグループには、 次の要件があ り ます。

• SAデバイスグループはパブ リ ッ クである こ と。

• SAデバイスグループは静的である こ と。

• 関連付けられるNAとSAのデバイスグループの名前が同じ である こ と。

SAとNAのデバイスグループを関連付けるには、 次の手順を実行し ます。

1 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで、 [デバイス] > [デバイスグループ] > [パブ リ ッ ク] を選択し ます。

2 内容ペイ ンで、 デバイスグループを選択し ます。

3 デバイスグループを右ク リ ッ ク し、 [開 く ] を選択して、 デバイスグループエクスプローラーを表示し ます。

4 [表示] ド ロ ッ プダウン リ ス ト で [プロパテ ィ ] を選択し ます。

5 [同じ名前のNAデバイ スグループ との関連付け] チ ェ ッ クボ ッ ク スをオンに し て、 この機能を有効に し 

ます。

6 [フ ァ イル] メ ニューから  [保存] を選択し ます
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第3章 SA-OO統合 – フ ローの実行
 

  
この章では、 システム統合担当者と フ ロー管理者がServer Automation (SA) を使用し てフ ローを設定し、 SAを  

使用し て実行する方法について説明し ます。また、ユーザーがフ ローを実行する方法についても説明し ます。

フ ローは、 最も一般的な自動化タ スクの一部を実行する操作です。 

SA-Operations Orchestration (OO) 統合を使用する と、 フ ローの作成者は SA と統合される OO フ ローを構築し、   

ユーザーはSAから フ ローを実行できます。フ ローの詳細については、OOのド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

この章で説明する手順を実行するには、 SA、 OO、 およびOOフ ローに関する知識が必要です。

この章の ト ピ ッ クは、 次のとお り です。

• SA-OO統合の新機能 (29ページ) 

• 管理者: フ ローのセ ッ ト ア ッ プ (29ページ) 

• ユーザー : フ ローの実行 (36ページ) 

ド キュ メ ン ト の更新状況、 ご使用の ド キュ メ ン ト が最新版かど う か、 および最新情報のリ リ ース ノ ー ト は、

次のサイ ト で確認できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals 

SA-OO統合の新機能

この項では、 このバージ ョ ンのSA-OO統合の新機能について説明し ます。 

OO 10.10のサポー ト

SA-OO統合について、 SA 10.10以降ではHP Operations Orchestration 10をサポー ト し ています。 

バージ ョ ンサポー ト および互換性の情報は、 変更される こ とがあり ます。 サポー ト および互換性の最新の情

報については、 関連する製品リ リースのサポー ト マ ト リ ッ クスを参照し て く だ さい。 サポー ト マ ト リ ッ クス

と製品マニュアルは、 次のHPソ フ ト ウ ェ アサポー ト オン ラ イ ンのWebサイ ト で参照できます。

http://support.openview.hp.com/sc/support_matrices.jsp (英語サイ ト )

また、 本リ リースの 『HP Server Automation Support and Compatibility Matrix』 は、 次のHPソ フ ト ウ ェ アサポー    

ト オン ラ イ ンの製品マニュアルWebサイ ト からダウンロー ド できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals (英語サイ ト )

管理者: フ ローのセ ッ ト ア ッ プ

この項では、 システム管理者と フ ロー管理者がSAでOOフ ローをセ ッ ト ア ッ プする方法について説明し ます。 
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前提条件

この項では、 SAク ラ イアン ト でフ ローをセ ッ ト ア ッ プ し実行する際に満たす必要がある前提条件について説

明し ます。

OOを使用するための前提条件

この項では、 OOを使用するために必要な環境と権限について説明し ます。

注: SA統合は、 OOの1つのバージ ョ ンでのみ実行できます。 

環境

OOをSAと と もに使用し てフ ローをセ ッ ト ア ッ プ し実行するには、 次の要件が使用環境で満た さ

れている必要があ り ます。 

• SAバージ ョ ン10.0

• HP Operations Orchestration (OO) バージ ョ ン9.Xおよび10.X

• SAコアサーバーにネ ッ ト ワーク接続されたOOイ ンス ト ールサーバー 

• OOと通信するための有効なOO SDKク ラ イアン ト 証明書

OO SDKク ラ イアン ト 証明書のイ ンポー ト

この項では、必要なOO SDKク ラ イアン ト 証明書イ ンポー ト する方法について説明し ます。 OOフ ローをSAから 

実行する前に、 証明書を イ ンポー ト し てお く 必要があ り ます。

注 : 使用するアーキテ クチャーに1つのマス ターコア と 1つ以上のセカ ンダ リ コ アが含まれる場合は、 この項 

の手順をマス ターコ ア と各セカ ンダ リ コ アに対し て実行し て く だ さい。 同様に、 使用するSAコ ンピ ューター

に、 1 つ以上のスラ イスがあるスラ イス コ アイ ンス ト ールがある場合は、 スラ イスご と に手順を繰り返し て

く ださい。 

SDKを イ ンポー ト するには、 次の手順を実行し ます。

1 Webサービスデータ アクセスエンジン  (Twist) を停止し ます。

/etc/init.d/opsware-sas stop twist

2 OO Central証明書をSAに転送し ます。

(次の手順でパスワー ドの入力を求められた場合は、 「changeit」 を使用し て く だ さい) 

a OO Central証明書をエクスポー ト し ます。
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OOク ラ イ アン ト 証明書をエ ク スポー ト する手順は、接続し ているOOのバージ ョ ンによ っ て異な り

ます。

Windowsサーバーにイ ンス ト ールされているOO 10.0イ ンス タ ンスから証明書をエクスポー ト する コ 

マン ドの例:

<OOインス ト ールディ レク ト リ>\java\win64\bin\keytool.exe -exportcert -alias tomcat 
-file C:\oocentral.crt -keystore 
<OOインス ト ールディ レク ト リ>\central\var\security\key.store

次に、 C:\oocentral.crtフ ァ イルをSAコアの/tmp/oocentral.crtにコ ピーし ます。

b 注: この手順は、 SAがFIPSモー ド で実行されていない場合にのみ実行し ます。 

OO Central証明書をSA Java Runtime Environment (JRE) キース ト アにイ ンポー ト し ます。

/opt/opsware/jdk1.7/jre/bin/keytool -importcert -alias oocert -file /
tmp/oocentral.crt -keystore /opt/opsware/jdk1.7/jre/lib/security/
cacerts

c 注: この手順は、 SAがFIPSモー ド で実行されている場合にのみ実行し ます。 

SAがFIPSモー ド で実行中の場合は、 OO Central証明書の署名にSHA-1が使用されている こ と を確認し 

ます (SHA-256証明書は正し く 機能し ません)。

OO証明書を検証するため、 (OO証明書の取得後に) 次のコマン ド をSAコアで実行し ます。

/opt/opsware/jdk1.7/jre/bin/keytool -printcert -file /tmp/oocentral.crt

次に、 以下のよ う な結果を探し ます。

Signature algorithm name: SHA1withRSA

この結果は証明書が SHA-1 である こ と を示し てお り、 統合が可能です。 このよ う な結果が得られな

い (つま り、 証明書の署名にSHA-1が使用されていない) 場合は、 OOのド キュ メ ン ト で、 OO証明書を  

変更する手順を参照し て く だ さい。

証明書をSAのキース ト アにイ ンポー ト するために、 次のコマン ド を実行し ます。

/opt/opsware/nss/nssimport.sh cert /tmp/oocentral.crt twist

OOのバージ ョ ン 参照先

OO 9.0 SAコアで ター ミ ナルを開き、 次のコマン ド を実行し ます。

/opt/opsware/jdk1.7/jre/bin/keytool -exportcert 
-alias oocert2007 -file /tmp/oocentral.crt 
-keystore /var/opt/opsware/twist/oocert 

OO 9.0X (OO 9.02.0002以降) SAコアで ター ミ ナルを開き、 次のコマン ド を実行し ます。

/opt/opsware/jdk1.7/jre/bin/keytool -exportcert 
-alias oocert2011 -file /tmp/oocentral.crt 
-keystore /var/opt/opsware/twist/oocert

OO 10.X OO 10.0以降では、 OOサーバー上のOSバージ ョ ンに応じ て、 証明書 

のエクスポー ト 手順が異なる場合があり ます。詳細については、OO

のド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 

注: 証明書のエクスポー ト コ マン ドは、 OOサーバー上で実行する必 

要があり ます。 SA 10.0の時点では、 ク ラ イアン ト 証明書はSAにバン 

ドルされていません。
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上記の例では、 エイ リ アス : oocertを使用し ています。 ただ し、 キース ト アでまだ使用されていなければ、 

任意のエイ リ アスを証明書のイ ンポー ト で使用できます。

3 OO Central証明書が正し く イ ンポー ト されたこ と を確認し ます。

/opt/opsware/jdk1.7/jre/bin/keytool –list –alias oocert –keystore /opt/
opsware/jdk1.7/jre/lib/security/cacerts 

出力例:

oocert, Feb 3, 2010, trustedCertEntry,
Certificate fingerprint (MD5): 
DF:DD:22:1B:A2:1E:A9:9C:1C:AF:8F:E0:14:1F:B5:E0

4 注: この手順は、 SAがFIPSモー ド で実行されている場合にのみ実行し ます。

次のパスを入力し ます。

export LD_LIBRARY_PATH=/opt/opsware/nss/lib/opt/opsware/nss/bin/certutil 
-d /var/opt/opsware/crypto/nss/twist/db -L 

この結果には、 oocentral証明書が含まれるはずです。

出力例:

Certificate Nickname 
Trust Attributes
SSL,S/MIME,JAR/XPI
spog - Opsware Inc.
u,u,u
8p00ooe6qgonaf0mrlu21i4nta-oocentral
CT,C,C
opsware-ca 
CT,C,C

5 Webサービスデータ アクセスエンジン  (Twist) を再開し ます。 

/etc/init.d/opsware-sas restart twist 

アクセス権

SA-OO 統合をユーザーが使用できるよ う にするには、 そのユーザーに次のアクセス権を付与する必要があ り

ます。

表1 ユーザーのアクセス権の確認

アクセス権 説明 SAク ラ イアン ト でのチ ェ ッ ク

AdministerFlowIntegrations OO統合設定の構成 ナビゲーシ ョ ンパネルで [管理] を  

選択 し ま す。 ナ ビ ゲー シ ョ ン ツ

リ ーの選択肢の リ ス ト に [ フ ロー 

統合 ] オプシ ョ ンが表示 された場 

合は、 ア クセス権が付与されてい

ます。

RunFlowOption

(フ ローを実行するユーザー用)

OOフ ローの実行 ナビゲーシ ョ ンパネルで [ デバイ 

ス] を選択し ます。 [サーバー ] > 
[すべての管理対象サーバー ] を選 

択し ます。 サーバー名を右ク リ ッ

ク し、[実行] を選択し ます。[フロー 

...] オ プ シ ョ ンが表示 さ れた場 

合は、 ア クセス権が付与されてい

ます。 
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フ ロー統合設定の編集

SAのフ ロー統合設定では、 Server AutomationとHP Operations Orchestrationの統合を設定できます。

フ ロー統合設定を指定または編集するには、 次の手順を実行し ます。

1 SAク ラ イアン ト のナビゲーシ ョ ンパネルで、 [管理] > [フ ロー統合] を選択し ます。

2 [フ ロー統合] パネルで [設定の編集] を ク リ ッ クする と、[フ ロー統合設定の編集] ウ ィ ン ド ウが開きます。

図9  [フ ロー統合設定の編集] ウ ィ ン ド ウ

[フ ロー統合] パネルには、 次のユーザーのリ アルタ イム情報が表示されます。

a [ジ ョ ブのブロ ッ ク] に対し て: 承認フ ローを実行する権限を持つOOユーザー。

b [フ ローの実行] に対し て: SAから フ ローを実行する際に使用される資格情報を持つOOユーザー。 

このパネルが開いている と きに、 ユーザーアカウン ト の変更 ( ア カウン ト の無効化、 OO 資格情報 (  

ユーザー名、 パスワー ド、 URLなど) の変更) があれば、 その変更内容が即座に表示されます。 

3 フ ローの実行に対し て、 次の情報を入力または変更し ます。

— OO URL - OOサーバーの場所 (次の書式を使用)

<プロ ト コル>://<ホス ト名またはIPア ド レス>:<ポート番号>/

例: 

https://10.255.166.110:8443/
SA-OO統合 – フ ローの実行 33



https://10.255.166.110:8443/PAS/

— OOユーザー名とパスワー ド

ジ ョ ブのブロ ッ クおよびこのウ ィ ン ド ウの [ジ ョ ブのブロ ッ ク] セクシ ョ ンについては、 「SA-OO - ジ ョ ブ    

のブロ ッ ク」 の章を参照し て く だ さい。

ハイ フ ンは未構成のステータ ス、 赤のチ ェ ッ クマークは無効のステータ ス、 緑のチ ェ ッ クマークは有効のス

テータ スを示し ます。 有効と無効の両方のステータ スについては、 最新の検証のタ イムス タ ンプ も表示され

ます。

4 [接続の検証] を ク リ ッ ク し て、 入力し た資格情報が有効である こ と を確認し ます。 

接続ステータ スが有効の場合は、 チ ェ ッ クマークが表示されます。

5 [適用] を ク リ ッ ク し て、 フ ロー統合設定の変更内容を保存し ます。

[ フ ロー統合設定の編集] パネルにデータが存在し ない場合、 フ ィ ールドのデータが正し く ない場合、 または 

接続ステータ スの横にチ ェ ッ クマークが表示されていない場合は、 [適用] ボタ ンは使用できません。 

SA-OO統合フ ロー

この項では、 フ ロー入力を示し ます。 フ ローの作成者は、 入力名、 入力タ イプ、 およびテンプレー ト をOOで

定義できます。これらの入力が定義され、フ ローが実行される と、その値がOO-SAラ イブ ラ リのSACoreInputs

テーブルに自動的に入力されます (これらの値を手動で入力する必要はあり ません)。

これらの入力について:

• 入力にテキス ト 、 暗号化フ ィ ールド、 またはフ リーフ ォームリ ス ト フ ィ ールドがあ り、 OOにデフ ォル ト

値が用意されている場合は、 フ ィ ール ド にデフ ォル ト 値が入力されます。 デフ ォル ト 値がない場合は、

表2のガイ ド ラ イ ンに従っていれば、 既知のいずれかの入力 (変更可能) がテキス ト フ ィ ールド に入力さ  

れます。

• 入力に単一選択リ ス ト フ ィ ールド または複数選択リ ス ト フ ィ ールドがある場合、OOによ って値が指定さ

れます (この値は変更できません)。

フ ロー入力の定義の詳細については、 OOのド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。 

表2 フ ロー入力 

フ ロー入力 関連 (SAによ って)自動的に割り当てられる値

coreHostおよび

coreIPAddress
SAコア SA ク ラ イアン ト にログイ ン し ている SA ユーザー

に関連付けられている SA コ アのホス ト および IP

ア ド レス

coreUsernameまたは

coreUser
SAコア SA ク ラ イアン ト にログイ ン し ている SA ユーザー

に関連付けられているユーザー名

corePassword SAコア SA ク ラ イアン ト にログイ ン し ている SA ユーザー

に関連付けられているパスワー ド

フ ィ ールドの内容は暗号化されます。 

coreVersion SAコア 現在のSAコアのバージ ョ ン

この値はSAから提示されます
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変更と設定の検証

この項では、 変更または設定が適用済みである こ と を検証する方法について説明し ます。

saServerIdentifier SA管理対象サーバー 選択されているサーバーのID:

2つの値を  (OOで) 設定できます。

• 未割り当て (値が1つの場合)

• 値のリ ス ト  (値が複数の場合) - 入力を

freeFormListタ イプ と し てOOで定義し 

ます。

saServerScriptName SA管理対象サーバー SA コアで使用可能なサーバースク リプ トの名前 (そ 

の特定のサーバーのオペレーテ ィ ングシステム用)

自動的に割り当てられる値: な し

代わ り に、 ユーザーが (OGFS ス ク リ プ ト 以外の ) 

サーバース ク リ プ ト を選択で き るウ ィ ジ ェ ッ ト

がSAク ラ イアン ト で提供されます。

saServerName/
hostName

SA管理対象サーバー 選択されているサーバーのDNS名

この値は、 選択されているサーバーが1 つの場合

にのみ設定されます。

2つの値を  (OOで) 設定できます。

• 未割り当て (値が1つの場合)

• 値のリ ス ト  (値が複数の場合) 

入力を freeFormList タ イ プ と し て OO で定義し

ます。

platformName SA管理対象サーバー 選択 さ れているサーバーのオペレーテ ィ ングシ

ステム名

この値は、 選択されているサーバーが1 つの場合

にのみ設定されます。

customerName SA管理対象サーバー 選択されているサーバーのカス タ マー名 

この値は、 選択されているサーバーが1 つの場合

にのみ設定されます。

facilityName SA管理対象サーバー 選択 さ れているサーバーがある フ ァ シ リ テ ィ の

名前

この値は、 選択されているサーバーが1 つの場合

にのみ設定されます。

saJobId OO OO フ ローの実行に使用された SA ジ ョ ブのジ ョ ブ

ID (レポー ト 機能を使用し てOOで追跡)

この入力は表示されません。

表2 フ ロー入力 （続き）

フ ロー入力 関連 (SAによ って)自動的に割り当てられる値
SA-OO統合 – フ ローの実行 35



フ ロー編集と フ ローステータ ス

1 SAク ラ イアン ト にログオン し ます。

2 ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [管理] を選択し ます。

3 ナビゲーシ ョ ンツ リーで、 [フ ロー統合] を選択し ます。

図10  [フ ロー統合] パネル

[フ ロー統合] パネルには、 次のユーザーのリ アルタ イム情報が表示されます。

a [ジ ョ ブのブロ ッ ク] に対し て: 承認フ ローを実行する権限を持つOOユーザー。

b [フ ローの実行] に対し て: SAから フ ローを実行する際に使用される資格情報を持つOOユーザー。 

このパネルが開いている と きに、ユーザーアカウン ト の変更 (アカウン ト の無効化、OO資格情報 (ユーザー名、  

パスワー ド、 URLなど) の変更) があれば、 その変更内容が即座に表示されます。

フ ローアクシ ョ ンまたはジ ョ ブのブロ ッ クアクシ ョ ンが終了する と、 チ ェ ッ クマークがステータ スの横に表

示されます。

ユーザー : フ ローの実行

この項では、 フ ローの実行、 サーバーの選択、 およびフ ロー入力の選択をユーザーが行う方法について説明

し ます。

SAでフ ローを実行するユーザーは、 フ ローの実行権限を持っている必要があ り ます。 

実行する フ ローの選択

実行する フ ローを選択するには、 次の手順を実行し ます。

1 SAク ラ イアン ト のナビゲーシ ョ ンパネルで、 [デバイス] を選択し ます。

2 上部パネルで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択し ます。

フ ローは、 サーバーを選択し てからでなければ選択できません。
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3 サーバー名を右ク リ ッ ク し ます。

図11  [フ ローの実行] オプシ ョ ン  

4 [実行] > [フ ロー ...] を選択し て、 [フ ローの選択] OOウ ィ ン ド ウを表示し ます。 

図12  [フ ローの選択] ウ ィ ン ド ウ

5 [ フ ローの選択] ウ ィ ン ド ウのラ イブラ リ ツ リーから フ ローのカテゴ リ を選択し て、 そのコ ンポーネン ト  

フ ローを表示し ます。 
SA-OO統合 – フ ローの実行 37



6 名前リ ス ト でフ ローを選択し、 [選択] を ク リ ッ ク し て、 [ フ ローの実行] ウ ィ ン ド ウにフ ローの詳細を表  

示し ます。

図13  [フ ローの実行] ウ ィ ン ド ウ

フ ロー入力、 実行時オプシ ョ ン、 スケジ ュール設定オプシ ョ ン、 および通知パラ メ ーターを選択できます。
フ ロー入力、 実行時オプシ ョ ン、 スケジュール設定オプシ ョ ン、 および通知パラ メ ーターの選択 (38ページ)   
を参照し て く だ さい。

サーバーの追加または削除

サーバーを追加または削除するには、 次の手順を実行し ます。

1 まず、 実行する フ ローの選択 (36ページ) の手順を実行し ます。

2 [フ ローの実行] ウ ィ ン ド ウの [すべてのステ ッ プ] ナビゲーシ ョ ンパネルで、 [デバイス] を選択し ます。

3 サーバーアイ コ ンを右ク リ ッ ク し、 [追加] または [削除] を選択するか、 プラス記号またはマイナス記号   

を ク リ ッ ク し ます。 

[サーバーおよびデバイスグループの選択] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 

4 [選択] を ク リ ッ ク し て、 サーバーをサーバーのリ ス ト に追加し ます。

[フ ローの実行] ウ ィ ン ド ウの [デバイス] パネルに新しいサーバーが表示されるか削除されたサーバーが   

ないこ とが示されます。

フ ロー入力、 実行時オプシ ョ ン、 スケジュール設定オプシ ョ ン、 および通知パラ メ ーター

の選択

フ ロー入力、 実行時オプシ ョ ン、 スケジュール設定、 および通知の値を入力できます。 一部のパラ メ ーター
は、 あらかじめ自動的に入力されます。

1 実行する フ ローの選択 (36ページ) の手順を実行し てから、 以下の手順を実行し ます。

2 [フ ローの実行] ウ ィ ン ド ウの [すべてのステ ッ プ] パネルで、 順番に各カテゴ リ  ([入力]、 [オプシ ョ ン]、 [    
スケジュール設定]、 [通知]) を選択し、 これ以降の手順説明に従って、 それぞれのパラ メ ーターの値を入 

力し ます。 また、 各パネルで [次へ] を選択し て、 カテゴ リ を表示する こ と もできます。

3 フ ロー入力の値を入力するには、 [すべてのステ ッ プ] パネルで [入力] を選択し、 パネルに表示された入   

力の値を入力し ます。 例:  

a saServerScriptName。 または [スク リ プ ト の選択] を ク リ ッ ク し て、 スク リ プ ト のリ ス ト を表示し  

ます。

b saServerName

c saServerIdentifier
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入力の詳細については、 表2を参照し て く だ さい。

4 実行時オプシ ョ ンの値を入力するには、 [すべてのステ ッ プ] パネルで [オプシ ョ ン] を選択し、 ジ ョ ブの   

タ イムアウ ト の値を入力し ます。 サーバーがこの時間 (分) だけジ ョ ブを実行する と、 ジ ョ ブはタ イムア  

ウ ト し ます。 デフ ォル ト 値は180分です。 タ イムアウ ト 値は1分から1440分の間です。

5 スケジュール設定オプシ ョ ンを選択するには、 [すべてのステ ッ プ] パネルで [スケジュール設定] を選択   

し て、 次の値を入力し ます。

a スケジュール頻度

b 時刻と期間

6 通知情報を入力するには、 [すべてのステ ッ プ] パネルで [通知] を選択し て、 次の値を追加し ます。

a 受信者の電子メ ールア ド レス

b 通知 ([通知の追加] を ク リ ッ ク )

c チケ ッ ト ID番号 (ID番号の規則はあ り ません。 任意の番号を選択できます。 )

7 [ジ ョ ブの開始] を ク リ ッ ク し て、 ジ ョ ブを開始し ます。 または、 [キャ ンセル] を ク リ ッ ク し て、 このセ ッ  

シ ョ ンで選択し た内容を消去し ます。

8 [ジ ョ ブステータ ス] を ク リ ッ ク し て、 SAジ ョ ブのステータ スを表示し ます。 (オプシ ョ ン)

図14  SAジ ョ ブのステータ ス

[ジ ョ ブステータ ス] ウ ィ ン ド ウに表示されるのは、 フ ローの実行ステータ スではな く 、 OOでフ ローを開始し 

監視するSAジ ョ ブのステータ スです。

SAジ ョ ブが完了する と、 このウ ィ ン ド ウには、 フ ローの各ステ ッ プのステータ スが ([応答] フ ィ ールド に) 表   

示され、 OO上の詳細なフ ロー関連情報を指すURLが表示されます。

ステ ッ プが1つ以上失敗し ても、 SA ジ ョ ブの監視は成功し ている可能性があ り ます。 OO APIには、 OO フ ロー 

全体の成功または失敗を正確に判断する呼び出しが用意されていません。 そのため、 OOフ ローの成功または

失敗を SA ジ ョ ブのステータ ス画面から確認する こ とはできません。 また、 URL で提供される情報から も確認

できません。

ト ラ ブルシューテ ィ ング

SA-OO接続エラー

SAからOOに接続できない場合、 管理者が実行できる処理は次のとお り です。
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• [フ ロー統合設定の編集] ウ ィ ン ド ウのフ ィ ールドの設定が正しいこ と を確認する。 (フ ロー統合設定の編 

集 (33ページ) を参照し て く だ さい)。

• 次のログフ ァ イルを調査し て、 コマン ド エンジンサーバーに関するエラー メ ッ セージがないかど うかを

確認する。

/var/log/opsware/waybot/waybot.err

エラー メ ッ セージはSAク ラ イアン ト に表示されません。

• OO URL、 ユーザー名、 パスワー ド が正しいこ と を確認する。

• 指定されたOOユーザーに、 フ ローを実行する正しい権限がある こ と を確認する。

フ ローステータ スを確認するには、 [フ ロー統合] パネルを参照し て く だ さい。 このパネルの詳細については、 

フ ロー統合設定の編集 (33ページ) を参照し て く だ さい。

ユーザーに対し てこのエラーが表示された と きは、 管理者に問い合わせて く だ さい。

フ ローの実行エラー

この項では、フ ローをユーザーと し て実行し ている と きに発生する可能性があるエラーについて説明し ます。

正し く ない入力

フ ローを実行し よ う と し た と きに、 次のいずれかのエラーを受け取る こ とがあり ます。

• SAは選択したデバイスをこのフローに渡しません。

• SA-OO統合の構成エラー :フロー統合設定が正し く ありません。 フロー統合のURL、 ユーザー名、 およびパ

スワードが正しいこ とを確認して く ださい。

このよ う なエラーが表示されるのは、 一般に次のよ う な状況が発生し た と きです。

• 実行する フ ローをユーザーが間違って選択し た。

• OOサーバーが応答し ていない。 管理者に相談し て く ださい。

• 管理者が [フ ロー統合設定の編集] ウ ィ ン ド ウに入力し た値が正し く ない。 [フ ロー統合設定の編集] ウ ィ    

ン ド ウの情報を確認するよ う 管理者に依頼し て く だ さ い。 詳細については、 フ ロー統合設定の編集 (33 

ページ) を参照し て く だ さい。

• フ ローの作成者が、 命名規則を使用するよ う にフ ロー定義を変更する必要がある。 

入力が定義されていないか、 サーバーが1つのデバイスのみを受け入れる

フ ローを実行し よ う と し た と きに、 次のエラーを受け取る こ とがあり ます。

SAは選択したデバイスをこのフローに渡しません。 フローに必要なサーバー ID入力が定義されていないか、 入

力が1つのデバイスだけを受け入れます。

このエラーを受け取った場合は、 管理者にServerIdentifier入力をチ ェ ッ クするよ う依頼し て く だ さい。 
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Software Automation (SA) ジ ョ ブは、 パッ チのイ ンス ト ール、 コ ンプ ラ イアンスのチ ェ ッ クなどを行う主要プ  

ロセスで、 SAク ラ イアン ト で実行されます。

この章では、 システム統合担当者と ソ フ ト ウ ェ ア開発者がSAでSAジ ョ ブをブロ ッ クする方法と、 SA APIを呼 

び出すフ ローを使用し てSAでジ ョ ブを承認またはキャ ンセルする方法について説明し ます。

SAジ ョ ブの詳細については、 『SA Application Deployment User Guide』 を参照し て く だ さい。

ジ ョ ブのブロ ッ クおよびブロ ッ ク解除を実行するには、 SA、 Operations Orchestration (OO)、 SAジ ョ ブ、 および  

OOフ ローに関する知識が必要です。

この章の ト ピ ッ クは、 次のとお り です。

• ジ ョ ブのブロ ッ ク  (41ページ) 

• ブロ ッ ク されたジ ョ ブの承認と削除 (48ページ) 

ジ ョ ブの詳細については、 『SA Application Deployment User Guide』 を参照し て く ださい。 SAOOでの作業の詳細    

については、 OOのド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。

ド キュ メ ン ト の更新状況、 ご使用の ド キュ メ ン ト が最新版かど う か、 および最新情報のリ リ ース ノ ー ト は、

次のサイ ト で確認できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals 

ジ ョ ブのブロ ッ ク

実行する前に確認と承認が必要な可能性があるジ ョ ブは、実行できないよ う にブロ ッ クする こ とができます。

この項では、 ブロ ッ クするジ ョ ブを定義し、 ジ ョ ブをブロ ッ クするためのい く つかのシナリ オ、 ブロ ッ クす

る こ とが可能なジ ョ ブのタ イプ、 ジ ョ ブのブロ ッ クに必要なアクセス権、 ジ ョ ブをブロ ッ クする方法、 ジ ョ

ブのブロ ッ ク を無効にする方法、 ブロ ッ ク されたジ ョ ブの関連情報を表示する方法について説明し ます。

ブロ ッ ク されるジ ョ ブ とは

ブロ ッ ク されるジ ョ ブには、 次のよ う なジ ョ ブがあ り ます。

• ブロ ッ ク可能なジ ョ ブ タ イプに属し ているジ ョ ブ。

• システム管理者によ ってブロ ッ ク処理が有効にされたジ ョ ブ タ イプに属し ているジ ョ ブ。

• ブロ ッ クが配置されているジ ョ ブ。

• 実行する前に確認が必要なジ ョ ブ。

• 実行する前に承認が必要なジ ョ ブ。

ジ ョ ブをブロ ッ クする理由

この項では、 ジ ョ ブのブロ ッ ク処理の候補と なるジ ョ ブについて、 その3つのサンプルシナ リ オを示し、 ジ ョ

ブのブロ ッ クが必要と なる状況について説明し ます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals


シナ リ オ1

ジ ョ ブの実行にシステムの再起動が必要な場合は、ジ ョ ブが早朝の時間帯に実行できるよ う になるまで、ジ ョ

ブの承認を遅らせる必要があ り ます。 通常の業務時間内にジ ョ ブを実行する と、 通常の作業プロセスが乱さ

れる こ とにな り ます。

シナ リ オ2

さ らに詳し く 確認し てからでなければ、 実行できないジ ョ ブ もあり ます。 た と えば、 サーバー上の特定のソ

フ ト ウ ェ アアプ リ ケーシ ョ ンを更新するジ ョ ブがある場合、 変更諮問委員会 (CAB) は、 提案されたア ッ プグ  

レー ド をレビ ューし て、 そのア ッ プグレー ドが環境内で実行されている他のアプ リ ケーシ ョ ン と衝突し ない

こ と を確認し なければならないかも しれません。 この委員会は、 ジ ョ ブを実行すべきかど うか、 またいつ実

行すべきかを決定する こ とにな り ます。

シナ リ オ3

多 く のIT環境では、 特定の操作を実行またはキャ ンセルする前に、 その操作にチケ ッ ト を割り当て、 評価し、

承認する こ とが必要です。 このよ う なジ ョ ブは、 チケ ッ ト 発行システムでチケ ッ ト を作成し、 評価し、 解決

できるよ う に、 ブロ ッ クする必要があ り ます。 

ブロ ッ ク可能なSAジ ョ ブのタ イプ

次の表に、 ブロ ッ ク可能なSAジ ョ ブのタ イプを示し ます。  

表3 ブロ ッ ク可能なSAジ ョ ブのタ イプ 

ジ ョ ブ タ イプ 機能

仮想化サービスへのホス トの追加 仮想化サービスにホス ト を追加し ます。

仮想化サービスの追加 仮想化サービスを追加し ます (その追加先は?)。

仮想マシンの複製 VMwareサーバー上に仮想マシンを複製し ます。

仮想マシンのVMテンプレートへの

変換

仮想マシンをVMテンプレー ト に変換し ます。

スナップシ ョ ッ トの作成 スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し て、 特定の時点での管理対象サーバーの構

成をキャ プチャ し ます。

仮想マシンの作成 (Hyper-V) 仮想マシンをプロビジ ョ ニングし、Hyper-V仮想マシンにオペレーテ ィ

ングシステムを イ ンス ト ールし ます。

仮想マシンの作成 (VMWare) 仮想マシ ン を プ ロ ビ ジ ョ ニング し、 VMware ESX サーバーにオペレー 

テ ィ ングシステムを イ ンス ト ールし ます。

仮想ゾーンの作成 Solaris 仮想マ シ ン  ( 非グ ロ ーバル ゾ ー ン ) を グ ロ ーバル ゾ ー ン  

(Hypervisor) 上にプロビジ ョ ニングし ます。

仮想マシンの削除 仮想マシンを削除し ます。

VMテンプレートからの仮想マシン

のデプロイ

VMテンプレー ト から仮想マシンをデプロ イ し ます。

仮想化サービスの編集 仮想化サービスを編集し ます (編集する内容は? どのフ ィ ールド? など)。

パッチのインス ト ール 管理対象サーバーにパッ チを イ ンス ト ールし ます。
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ソ フ ト ウェアのインス ト ール 管理対象サーバーにソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし ます。

仮想マシンの移行 仮想マシンを移行し ます。

仮想マシンの変更

(VMware)

VMware仮想マシンのプロパテ ィ を変更し ます。

仮想マシンの変更 (Hyper-V) Hyper-V仮想マシンのプロパテ ィ を変更し ます。

仮想ゾーンの変更 Solaris仮想マシンのプロパテ ィ を変更し ます。

仮想マシンの電源制御 (?)

構成のプ ッシュ 管理対象サーバー上の構成フ ァ イルを変更し ます。

サーバーの再起動 サーバーを再起動し ます。

仮想化データの再ロード 仮想化データ を再ロー ド し ます。

監査結果の修復 監査操作で検出された内容に基づいてサーバーを修復し ます。

ポリシーの修復 ソ フ ト ウ ェ アポ リ シーまたはパッ チポ リ シーに基づいてサーバーを修

復し ます。

スナップシ ョ ッ ト結果の修復 スナッ プシ ョ ッ ト に基づいてサーバーを修復し ます。スナッ プシ ョ ッ ト

には、 特定の時点での管理対象サーバーの構成がキャプチャ されます。

仮想マシンの削除 VMware ESXサーバー (Hypervisor) から仮想マシンを削除し ます。

仮想ゾーンの削除 グローバルゾーン  (Hypervisor) から Solaris 仮想マシ ン  ( 非グローバル   

ゾーン) を削除し ます。

仮想化サービスの削除 仮想化サービスを削除し ます。

構成の復元 以前のバージ ョ ンの構成フ ァ イルをサーバー上に復元し ます。

構成をサーバーにプ ッ シュするたびに、 以前の構成が保存され、 後で

復元できます。

監査の実行 監査を実行し ます。

カスタム拡張の実行 カス タム拡張を実行し ます。

ISMコン ト ロールの実行 ISM ( イ ンテ リ ジ ェ ン ト ソ フ ト ウ ェ アモジ ュール ) コ ン ト ロールを実行  

し ます。

ISM は、 ISM 開発キ ッ ト  (IDK) で作成されたイ ンス ト ール可能な ソ フ ト   

ウ ェ アパッ ケージです。 ISMには、 日々処理するアプ リ ケーシ ョ ン固有

のタ スク  ( ソ フ ト ウェ アサーバーの起動など ) を実行する コ ン ト ロール  

スク リ プ ト を含める こ とができます。

OGFSスク リプ トの実行 サーバー上でOGFS (Global File System) スク リ プ ト を実行し ます。

OGFSスク リ プ ト は、 SAク ラ イアン ト からGlobal Shellで実行できるスク 

リ プ ト です。

OSビルド計画の実行 OSビルド計画を実行し ます。

表3 ブロ ッ ク可能なSAジ ョ ブのタ イプ （続き）

ジ ョ ブ タ イプ 機能
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必要なアクセス権

次のアクセス権が必要です。

—  任意のジ ョ ブの編集またはキャ ンセル ( フ ローを起動するユーザーがジ ョ ブを編集またはキャ ンセ  

ルできます)

— すべてのジ ョ ブを表示 (フ ローを起動するユーザーがジ ョ ブを表示できます)

— ジ ョ ブのブロ ッ クの管理 (ジ ョ ブのブロ ッ ク と ブロ ッ ク解除を実行できます)

— フ ロー統合の管理 (OOへのSA-OO統合の接続設定を構成し、 承認フ ローを指定できます)

ジ ョ ブのブロ ッ ク と ブロ ッ ク解除の実行方法

この項では、 ブロ ッ クするジ ョ ブ タ イプを指定する方法と、 ジ ョ ブのブロ ッ ク を無効にする方法について説

明し ます。

OSシーケンスの実行 OSシーケンスを使用し て、 サーバーをプロビジ ョ ニングし、 オペレー

テ ィ ングシステムを イ ンス ト ールし ます。

OSシーケンスでは、 未プロビジ ョ ニングサーバーにイ ンス ト ールする

内容 (OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルのOS ビルド情報、 ソ フ ト ウ ェ アポ 

リ シーとパッ チポ リ シー、 修復設定など) を設定し ます。

プログラム拡張の実行 SAに追加されたカス タム機能を実行し ます。

SAの機能は、 特定の顧客ニーズに対応する カス タム拡張を作成し て拡

張できます。

サーバースク リプ トの実行 サーバー上でスク リ プ ト を実行し ます。

Chef Recipeの実行 サーバー上でChef Recipeを実行し ます。

パッチのアンインス ト ール サーバー上のパッ チをアン イ ンス ト ールし ます。

ソ フ ト ウェアのアンインス ト ール サーバー上のソ フ ト ウ ェ アをアン イ ンス ト ールし ます。

表3 ブロ ッ ク可能なSAジ ョ ブのタ イプ （続き）

ジ ョ ブ タ イプ 機能
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ブロ ッ クするジ ョ ブ タ イプの指定方法

ブロ ッ クするジ ョ ブのタ イプを指定するには、 次の手順を実行し ます。

1 SAク ラ イアン ト の [ナビゲーシ ョ ン] ペイ ンで、 [管理] を選択し ます。

2 ナビゲーシ ョ ンツ リーで [ジ ョ ブのブロ ッ ク ] を選択し ます。 右側のペイ ンにジ ョ ブ タ イプのリ ス ト が表  

示され、 各タ イプの横にチ ェ ッ クボ ッ クスが表示されます。 

図15 SAジ ョ ブのタ イプのブロ ッ ク

指定可能なジ ョ ブのタ イプについては、 表3を参照し て く だ さい。

3 [ジ ョ ブのブロ ッ クの有効化] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

この操作によ り、 パネル内に表示されるあらゆるジ ョ ブ タ イプをブロ ッ クできるよ う にな り ます。

4 [ジ ョ ブのブロ ッ クの有効化] チ ェ ッ クボ ッ クスの下のパネルで、 ブロ ッ クする各ジ ョ ブ タ イプの横にあ 

るチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 ブロ ッ ク されたジ ョ ブ タ イプに対応するジ ョ ブは、 所定の承認が得

られるまで実行できな く な り ます。 

この操作によ り、 ブロ ッ クする個々のジ ョ ブ タ イプが指定されます。

5 [変更の適用] を ク リ ッ クする と、 選択し たジ ョ ブ タ イプに属し ているジ ョ ブがブロ ッ ク されます。

注: ある タ イプのジ ョ ブをブロ ッ クする と、そのタ イプに属し ているすべての将来のジ ョ ブが、そのジ ョ ブの 

[承認が必要] ボ ッ クスの選択を解除するまでブロ ッ ク されます。

ジ ョ ブのブロ ッ ク を無効にする方法

ジ ョ ブのブロ ッ ク を無効にするには、 次の手順を実行し ます。

1 SAク ラ イアン ト の [ナビゲーシ ョ ン] ペイ ンで、 [管理] を選択し ます。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで [ジ ョ ブのブロ ッ ク ] を選択し ます。

3 ブロ ッ クの必要がな く なったジ ョ ブについて、 それに対応するチ ェ ッ クボ ッ クスを選択解除し ます。
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この操作を実行する と、 それぞれのジ ョ ブ タ イプについてジ ョ ブのブロ ッ クが無効にな り ます。

4 ジ ョ ブ タ イプのリ ス ト の上にある  [ジ ョ ブのブロ ッ クの有効化] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択解除し ます。 

(図15を参照し て く だ さい)。

この操作を実行する と、 すべてのジ ョ ブ タ イプについてジ ョ ブのブロ ッ クが無効にな り ます。

5 [変更の適用] を ク リ ッ ク し ます。

[ジ ョ ブのブロ ッ クの有効化] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択解除し ても、 ブロ ッ ク処理を指定し たジ ョ ブ タ イプの 

横のチ ェ ッ クは、 ユーザーの便宜を考えてチ ェ ッ ク されたままに保持されます。

ブロ ッ ク されたジ ョ ブの情報の表示方法

OO接続情報は [フ ロー統合] パネルで確認できます。 また、 ジ ョ ブのステータ ス情報はジ ョ ブログでチ ェ ッ ク  

できます。

SAの [フ ロー統合] パネルでのOO接続情報の確認

[管理] > [フ ロー統合] を選択し て、 [フ ロー統合] パネルにアクセス し ます。

図16 [フ ロー統合] パネル

[フ ロー統合] パネルには、 次のユーザーのリ アルタ イム情報が表示されます。

a [ジ ョ ブのブロ ッ ク] に対し て: 承認フ ローを実行する権限を持つOOユーザー 

b [フ ローの実行] に対し て: SAから フ ローを実行する際に使用される資格情報を持つOOユーザー 

このパネルが開いている と きに、 ユーザーアカウン ト の変更 ( アカウン ト の無効化、 OO 資格情報 ( ユー  

ザー名、 パスワー ド、 URLなど) の変更) があれば、 その変更内容が即座に表示されます。

OOへの接続がアク テ ィ ブな場合は、 ステータ スの横にチ ェ ッ クマークが表示されます。

ブロ ッ ク されたジ ョ ブのステータ スをジ ョ ブログでチ ェ ッ ク

ブロ ッ ク されたこ とがわかっているジ ョ ブについて、 そのジ ョ ブのブロ ッ クが解除されたかど うかを確認す

るには、 ジ ョ ブログをチ ェ ッ ク し ます ([ジ ョ ブ と セ ッ シ ョ ン ] > [ジ ョ ブログ] > [任意のステータ ス ] を選択し    

ます)。

ジ ョ ブステータ スの有効な値のリ ス ト と、 その値の意味については、 表5を参照し て く だ さい。
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フ ロー設定の構成または編集

フ ロー設定を編集または構成するには、 OOとSAにログイ ン し ている必要があり ます。 

SAク ラ イアン ト のナビゲーシ ョ ンパネルで、 次の手順を実行し ます。

1 [管理] > [フ ロー統合] を選択し ます。

2 [フ ロー統合] パネルで [設定の編集] を ク リ ッ ク し て、[フ ロー統合設定の編集] ウ ィ ン ド ウを表示し ます。

図17  [フ ロー統合設定の編集] ウ ィ ン ド ウ

[フ ロー統合] パネルには、 次のユーザーのリ アルタ イム情報が表示されます。

a [ジ ョ ブのブロ ッ ク] に対し て: 承認フ ローを実行する権限を持つOOユーザー。

b [フ ローの実行] に対し て: SAから フ ローを実行する際に使用される資格情報を持つOOユーザー。 

このパネルが開いている と きに、 ユーザーアカウン ト の変更 (アカウン ト の無効化、 OO資格情報 (ユー  

ザー名、 パスワー ド、 URLなど) の変更) があれば、 その変更内容が即座に表示されます。 

3 フ ローの実行に対し て、 次の情報を入力または変更し ます。

— OO URL - OOサーバーの場所 (次の書式を使用)

<プロ ト コル>://<ホス ト名またはIPア ド レス>:<ポート番号>/

例: 
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https://10.255.166.110:8443/
https://10.255.166.110:8443/PAS/

— 承認フ ロー - 承認フ ローの場所

— OOとの通信が承認されているユーザーのOOユーザー名およびパスワー ド

ハイ フ ンは未構成のステータ ス、 赤のチ ェ ッ クマークは無効のステータ ス、 緑のチ ェ ッ クマークは有効のス

テータ スを示し ます。 有効と無効の両方のステータ スについては、 最新の検証のタ イムス タ ンプ も表示され

ます。

4 [接続の検証] を ク リ ッ ク し て、 入力し た資格情報が有効である こ と を確認し ます。 

接続ステータ スが有効の場合は、 チ ェ ッ クマークが表示されます。

5 [適用] を ク リ ッ ク し て、 フ ロー統合設定の変更内容を保存し ます。

[ フ ロー統合設定の編集] パネルにデータが存在し ない場合、 フ ィ ールドのデータが正し く ない場合、 または 

接続ステータ スの横にチ ェ ッ クマークが表示されていない場合は、 [適用] ボタ ンは使用できません。 

ブロ ッ ク されたジ ョ ブの承認と削除

SAアプ リ ケーシ ョ ンプログラ ミ ングイ ン タ フ ェース (SA API) を使用し て、 ジ ョ ブを承認または削除できます。   

このAPIは、 ブロ ッ ク されたジ ョ ブを管理する唯一の手段です。 ブロ ッ ク されたジ ョ ブの承認をSAク ラ イアン

ト で行う こ とはできません。 SA APIの使用の詳細については、 『SAプ ラ ッ ト フ ォーム開発者ガイ ド』 を参照し 

て く ださい。

OOでのジ ョ ブのブロ ッ クについては、 OOのド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

ブロ ッ ク されたジ ョ ブを扱 う ためのJava メ ソ ッ ド

SA API のJobService Java イ ン タ フ ェースは、 ブロ ッ ク されたジ ョ ブを扱 う ための Java メ ソ ッ ド を提供し ま  

す。 これらのメ ソ ッ ドは、 ジ ョ ブ承認の統合を可能にするSAへのコールバッ クです。

これらのメ ソ ッ ド を起動するユーザーは、 次のアクセス権が必要です。 

[任意のジ ョ ブの編集またはキャ ンセル] および [すべてのジ ョ ブを表示]
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次の表で、 ブロ ッ ク されたジ ョ ブの処理に使用可能なSA JobService Java メ ソ ッ ド について説明し ます。

フ ローをSAに戻し、 フ ローと ジ ョ ブがやり取り を行う必要がある場合は、 job_id属性が必要です。 ジ ョ ブの

ブロ ッ クでは、 この属性をSAからOOに送信する必要があり ます。 

ジ ョ ブステータ スの値

この項では、 job_status検索可能属性で使用可能なジ ョ ブステータ スの値について説明し ます。 また、 そ

れに対応する JobInfoVO.statusの整数値についても説明し ます ( この値は、 ク ラ イアン ト コー ドが値オブ 

ジ ェ ク ト  (VO) をすでに取得し ている場合に確認できます)。 

表5に、 ジ ョ ブステータ スの有効な値を示し ます。

表4 SA JobService Java メ ソ ッ ド

Java メ ソ ッ ド メ ソ ッ ドの説明 SA CLI メ ソ ッ ドの例

JobService.
approveBlockedJob

ジ ョ ブを承認し てブロ ッ ク を解除し、 実

行できるよ う にし ます。

Global Shellセ ッ シ ョ ン内で:

cd /opsw/api/com/opsware/job/
JobService/method./approveBlockedJob 
self:i=$job_id

JobService.
updateBlockedJob

SAク ラ イアン ト の [ジ ョ ブステータ ス] 

ウ ィ ン ド ウでブロ ッ ク されたジ ョ ブの

Ticket IDフ ィ ールド  (userTagパラ

メ ーターに対応) およびReasonフ ィ ール

ド  (blockReasonパラ メ ーターに対応) 

の値を変更し ます。

注: SAイ ン タ フ ェースを使用し て、 これ

らのフ ィ ールド を変更する こ とはでき

ません。

cd /opsw/api/com/opsware/job/
JobService/
method./updateBlockedJob 
self:i=$job_id 
userTag=$ticket_id \blockReason=
"This type of job requires approval 
of CMB."

JobService.
cancelScheduledJob

ブ ロ ッ ク さ れたジ ョ ブ をキ ャ ン セル し

て、 実行できないよ う にし ます。

ブロ ッ ク されたジ ョ ブのステータ スを 

 [ 承認待ち ] から  [ キャ ンセル ] に変更し    

ます。

(IDパラ メ ーターはjobRefであ り、 selfではないこ

とに注意)

cd /opsw/api/com/opsware/job/
JobService/method./
cancelScheduledJob jobRef:i=$job_id 
\reason="Job was scheduled to run 
outside of change window."

現在実行中のジ ョ ブ (job_status = "ACTIVE") は    

キャ ンセルできません。

JobService.
findJobRefs

既存のすべてのジ ョ ブを検索し、 ブロ ッ

ク さ れてい るすべてのジ ョ ブ ま たはそ

の他の状態にあるジ ョ ブ ( 進行中のジ ョ  

ブ、 期限切れのジ ョ ブ、 スケジュール設

定されたジ ョ ブなど) のIDを返し ます。

他のユーザーが起動 し たジ ョ ブ を表示

できます。

(フ ィルターにはJobInfoVO.status整数ではな く 、

job_status文字列を指定して く ださい。 )

cd /opsw/api/com/opsware/job/
JobService/method./.findJobRefs:i 
filter=job:{job_status = "BLOCKED" }
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Java ク ラ イアン ト では、 JobInfoVO.statusをSTATUS_ACTIVEなどのフ ィ ールド定数と比較できます ( この 

表に示されている整数を使用するのではあ り ません)。  

表5 ジ ョ ブステータ スの値 

job_status
検索可能 

属性の値 JobInfoVO.statusの値

SAク ラ イアン ト に表示される

ジ ョ ブステータ ス ジ ョ ブステータ スの説明

ABORTED 0 コマン ド エンジンスク リプ ト

のエラー

ジ ョ ブの実行が終了し ま し た。

コマン ド エンジンのエラーが検出されています。

ACTIVE 1 進行中 ジ ョ ブは現在実行中です。

BLOCKED 11 承認待ち ジ ョ ブは起動されていますが、 実行する前に承認

が必要です。

CANCELLED 2 該当しない スケジュールが削除されま し た。

DELETED 3 キャンセル ジ ョ ブのスケジ ュールが設定されま し たが、 後で

キャ ンセルされま し た。

EXPIRED 13 期限切れ 現在の日付がジ ョ ブスケジ ュールの終了日を過ぎ

ているため、 ジ ョ ブスケジ ュールは有効でな く な

り ま し た。

FAILURE 4 エラーを起こ して完了 ジ ョ ブの実行が終了し、 エラーが検出されています。

PENDING 5 スケジュール済み ジ ョ ブは、 将来に一度実行する よ う にスケジ ュー

ルされています。

RECURRING 12 定期的 ジ ョ ブは、 将来に繰 り 返 し 実行す る よ う に ス ケ

ジュールされています。

STALE 10 古い 承認が得られなかっ たため、 ブロ ッ ク されたジ ョ

ブを実行する機会が期限切れにな り ま し た。

SUCCESS 6 完了 ジ ョ ブの実行が正常に終了し ま し た。

TAMPERED 9 改竄

UNKNOWN 7 不明

WARNING 8 警告ありで完了 ジ ョ ブの実行が終了し、 警告が検出されています。

ZOMBIE 14 孤立
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第5章 SA-uCMDB Connector
   
SA-uCMDB統合

こ こでは、SA-uCMDB Connectorを使用し て、HP Server Automation (SA) とHP Universal Configuration Management     

Database (uCMDB) を統合する方法について説明し ます。 SA-uCMDB Connector は、 資産のコ ンプ ラ イアンスレ   

ポー ト の構成データ用の単一ソースを提供し ます。

HP SAは、 使用するサーバーと ソ フ ト ウ ェ アに関する大量の情報を SAデータベースに格納し ます。 SA-uCMDB 

Connector は、 こ のデー タ の一部を HP uCMDB に コ ピー し ます。 SA のデー タ に変更があ る と、 そのたびに 

SA-uCMDB Connectorは更新されたデータ をuCMDBサーバーに自動的に送信し ます。

HP Universal CMDB は、 ビジネスサービスの定義および関連する イ ン フ ラス ト ラ クチャーの関係をエン タープ  

ラ イズのIT組織で文書化し、 保管し、 管理するための構成管理データベース (CMDB) です。 uCMDBは、 ビジネ  

スサービス管理、 IT サービス管理、 変更管理、 および資産管理の取り組みをサポー ト するために共有される

単一バージ ョ ンのTruthを提供し ます。 このよ う な取り組みによ り、 IT作業がビジネス要件に合う よ う に調整

され、 IT操作をよ り効果的、 効率的に実行できるよ う にな り ます。

HP Server Automation は、 エン タープ ラ イズのサーバーと アプ リ ケーシ ョ ンのラ イ フサイ クル管理を提供し、  

検出から プロビジ ョ ニング、 パッ チ処理から構成管理、 スク リ プ ト の実行から コ ンプラ イアンスの保証まで

を処理し ます。 HP Server Automationは、 異なるITチームやシステムにまたがる操作と処理を自動化し ます。

主な特徴

• 拡張された標準マ ッ ピング 

• 拡張可能なETLマ ッ ピングとデータ正規化の機能

• グローバルuCMDB ID 

• オンデマン ド同期 

• uCMDBサーバーとuCMDBブラウザーへのSSL接続

• SAのカス タム属性のサポー ト  

• uCMDBサーバーバージ ョ ン9.05および10.01のサポー ト  

uCMDBブ ラウザー

SAク ラ イアン ト は、 SA-uCMDB Connectorを使用し て、 SA管理対象サーバーに対し てuCMDBブ ラウザー -イ ンパ 

ク ト ウ ィ ジ ェ ッ ト を起動する機能を提供し ます。 

詳細については、 SAク ラ イアン ト で 「uCMDBブラウザー統合のサポー ト 」 を参照し て く だ さい。
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SA-uCMDB Connectorのイ ンス ト ールと構成

SA-uCMDB Connectorは、 SA を イ ンス ト ールする と きにイ ンス ト ールされます。 イ ンス ト ールを別途行う必要 

はあ り ません。

Server Automation 10.0にア ッ プグレー ド する場合は、 uCMDBサーバーがリ リース9.05または10.01以降にア ッ  

プグレー ド済みである こ とが必要です。

こ こに記載されているバージ ョ ンの互換性情報は、このド キュ メ ン ト を公開し た時点での正しい情報ですが、

製品間のバージ ョ ンサポー ト は、製品バージ ョ ンのラ イ フサイ クル中に変更される可能性があり ます。サポー

ト と互換性の最新情報については、 関連する製品リ リースの 『HP Server Automation Support and Compatibility    

Matrix』 を参照し て く ださい。 

累積更新パッ ケージをダウンロー ド するには、 次の手順を実行し ます。

1 SA 10.0 SA-uCMDB Connectorは、 uCMDB 9.05またはuCMDB 10.01以降と と もに実行する必要があ り ます。 

— uCMDB 9.05には、 累積更新パッ ケージ6 (CUP 6) 以降が含まれている必要があり ます。 

— uCMDB 10.01には、 コ ンテンツパッ ク12が含まれています。

— この両方が、 SA-uCMDB Connectorを使用するための最低要件です。 

最新のCUP HPソ フ ト ウ ェ アパッ チは、 次の場所のSSOポータルにあ り ます。

— Windowsの場合:

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/FID/DOCUMENTUM_uCMDB_00094

— Linuxの場合:

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/FID/DOCUMENTUM_uCMDB_00095

バージ ョ ンサポー ト 情報については、 uCMDBサーバーバージ ョ ン9.05および10.01のサポー ト を参照し 

て く ださい。

このサイ ト を使用するには、 HP Passportへの登録とサイ ン イ ンが必要です。

2 enableコ マン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorを新しいuCMDBサーバーで構成し ます。

enableコ マン ドの構文は、使用環境によ って異な り ます。enableコ マン ドの構文とオプシ ョ ンについては、 こ

のド キュ メ ン ト のenableコマン ド を参照し て く ださい。

3 次のコマン ド を入力し て、 SA-uCMDB Connectorを起動し ます。

/etc/init.d/opsware-sas start telldaemon

4 (オプシ ョ ン) 次のコマン ド でSA-uCMDB Connectorのステータ スをチ ェ ッ ク し ます。

/etc/init.d/opsware-sas status telldaemon

uCMDBサーバーに送られるSAデータのカス タ マイズ

マ ッ ピングフ ァ イル 

SA-uCMDB ConnectorのXMLマ ッ ピングフ ァ イルには、 SA-uCMDB Connectorによ って転送されるデータが記述さ  

れ、 データ マ ッ ピングを カス タ マイズする こ とができます。 

このmapping.xmlは、 コネク ターが初めて実行されたと きに生成されます。新し く 生成されたマ ッ ピングフ ァ

イルは、 次の場所にあ り ます。

/etc/opt/opsware/tell/metadata/mapping.xml
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マ ッ ピングフ ァ イルを使って、 次の内容を制御できます。 

• uCMDBに入力するデータの型と属性 

• オプシ ョ ンのSAカス タム属性と、 uCMDBデータ モデル構成アイテム (CI) 属性との対応付け

マ ッ ピングフ ァ イルの初期の内容の詳細については、 例 – SA-uCMDB Connectorのマ ッ ピングフ ァ イルを参   

照し て く ださい。

マ ッ ピングフ ァ イルのカス タ マイズ

デー タのマ ッ ピ ング方法を カ ス タ マ イズするには、 mapping_custom.xml フ ァ イルを作成し変更し てから、

Connectorを再起動する必要があり ます。 

mapping_custom.xmlフ ァ イルは、 デフ ォル ト では使用されません。 そのため、 カス タ マイズし たマ ッ ピング

フ ァ イルを使用するには、 Connectorを再起動する必要があり ます。 

uCMDB Connectorのマ ッ ピングを カス タ マイズするには、 次の手順を実行し ます。

1 uCMDB Connectorが実行中の場合は、マ ッ ピングフ ァ イルを編集する前に、Connectorを停止し無効にする 

必要があ り ます。 

手順については、 SA-uCMDB Connectorの停止と無効化を参照し て く だ さい。 

重要:コネク ターが停止され、 無効になっている こ と を確認し て く だ さい。 コネク ターが停止されず、 無効化

されていないと きにマ ッ ピングフ ァ イルを編集する と、 Connectorを再起動し よ う と し た と きに問題が発生す

る こ とがあ り ます。 

2 カス タムのマ ッ ピングフ ァ イルを作成し ます。

a 次の場所に移動し ます: /etc/opt/opsware/tell/metadata

b mapping.xmlフ ァ イルをそのフ ォルダーにコ ピーし、 名前をmapping_custom.xmlにし ます。

mapping_custom.xml フ ァ イルは、 mapping.xml フ ァ イルと同じ指定フ ォルダー内になければ、 正し く 機能し

ません。 

3 /etc/opt/opsware/tell/metadata/mapping_custom.xmlを必要に応じ て編集し ます。

さ まざまな目的でマ ッ ピングフ ァ イルを変更する方法の詳細については、 マ ッ ピングフ ァ イルの編集を参照

し て く ださい。 

4 enableコ マン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorの構成を変更し ます。 

enableコ マン ドの構文は、使用環境によ って異な り ます。enableコ マン ドの構文とオプシ ョ ンについては、 こ

のド キュ メ ン ト のenableコマン ド を参照し て く ださい。

5 startコマン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorを再起動し ます。

/etc/init.d/opsware-sas start telldaemon

6 (オプシ ョ ン) 次のコマン ド でSA-uCMDB Connectorのステータ スをチ ェ ッ ク し ます。

/etc/init.d/opsware-sas status telldaemon

マ ッ ピングフ ァ イルの編集

カス タ マイズするマ ッ ピングは、 管理者が簡単に確認し編集できるよ う に、 すべてmapping_custom.xml構成

フ ァ イルで定義し ます。 SA-uCMDBコネク ターによ って転送されるデータは、 このXMLマ ッ ピングフ ァ イルを

修正し て変更できます。 マ ッ ピングフ ァ イルには、 特定のCIと属性を除外する機能もあり ます。 

mapping_custom.xmlが存在し ない場合、 コネク ターは標準のmapping.xmlをデフ ォル ト で使用し ます。
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アクセス権 : mapping_custom.xml フ ァ イルを表示または編集するには、 読み取り / 書き込み権限を得るため 

に、 まずSAコアにrootと し てログイ ンする必要があ り ます。   

この項では、 カス タ マイズするマ ッ ピングフ ァ イル内での編集オプシ ョ ンについて説明し ます。 マ ッ ピング

フ ァ イルを カス タ マイズするプロセス (変更内容を有効にするためにコネク ターの停止/起動を行う タ イ ミ ン 

グなど) の手順については、 マ ッ ピングフ ァ イルのカス タ マイズを参照し て く だ さい。

マ ッ ピングフ ァ イルの説明 

こ こに示し ているのは、 標準のマ ッ ピングフ ァ イルの一部です。

<Model-Definition model-name='hosts'> 
<CI ucmdb-ci-type-name='node' enable='true' base-class='node'

<Attribute source='Node/Name' target-attr='name' enable='true'/>
<Attribute source='Node/Description' target-attr='description'

enable='true'/>
</CI>

</Model-Definition>

強調表示し たテキス ト は、 編集可能なフ ィ ールド を示し ています。 

完全な標準マ ッ ピングフ ァ イルについては、 例 – SA-uCMDB Connector のマ ッ ピングフ ァ イルを参照し て く    

ださい。

マ ッ ピングフ ァ イルのモデル定義タグは、それぞれが特定のモデル名を定義し ます。この例のModel-Definition

は、 ‘hosts’モデルを定義し ています。 

それぞれモデルには、 複数の構成アイテム (CI) を含める こ とができます。 CIタグは、 それぞれがCIの合成を定  

義し ます。 この例で定義されるCIは‘node’です。 

各属性では、 sourceによ って、 ソースデータベースでのデフ ォル ト の属性名が示されます。 

• target-attrフ ィ ールド は、 ソースをマ ッ プする先のuCMDB属性名を指定し ます。 

• enableフ ィ ールドは、 属性をマ ッ プするかど うかを定義し ます。 enableのデフ ォル ト 値は‘true’です。 こ

れは属性がuCMDB内にロー ド される こ と を意味し ます。 enableを ‘false’に設定する と、 属性はマ ッ プ され

ません。 つま り、 ぞの属性はuCMDBにロー ド されません。

XML属性の値

表6に、 XML属性の値と、 その値が編集可能かど うかを示し ます。

警告: 編集不可の属性の値は変更し ないで く だ さい。 source='Node/Name'などの編集不可の値は、 変更せずに 

維持する こ とが極めて重要です。 これらの値を変更する と、 同期が適切に行われな く な り、 エラーの発生す

る可能性があ り ます。
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表6 XML属性の値 

XML属性タグ 属性 属性値の例と注 編集可能?

Model-
Definition

model-name ‘hosts’、 ‘sa’、 'software'、 

'compliance'、 'hypervisor'、 

'vmrelations'、 'compliance_status'

編集不可

enable こ の属性を有効にする には‘true’、 無効にする には

‘false’
編集可能

CI ucmdb-ci-
type-name

uCMDBのCIタ イプを指定し ます。 

例: ‘node’、 ‘ip_address’

編集可能

enable こ の属性を有効にする には‘true’、 無効にする には

‘false’
編集可能

属性 source SAのカス タム属性の名前を指定し ます。 例:  

'Node/Name'、 'Node/Description'、 'Node/

BiosAssetTag'、 'Node/BiosSerialNumber'、

'Node/Facility'、 'Node/
VirtualizationTypeId'

警告: source値は編集し ないで く だ さい。source値を編集 

する と、 マ ッ ピ ングが破損し、 エ ラーの発生する可能

性があ り ます。 

編集不可

target-attr source をマ ッ プする先のuCMDBの属性名を指定し ます。

例:  

‘name’、 ‘description’ 

注: target-attr値は、一意の名前である こ とが必要です。

編集可能

enable こ の属性を有効にする には‘true’、 無効にする には

‘false’。

編集可能

conversion-
name

変換関数のみで使用し ます。 詳細については、 デー タ

変換関数のカス タ マイズを参照し て く ださい。 例: 

'com.hp.tell.ConversionMethod$com.hp.tell.
MyConvertVirtualizationType'

編集可能

Attribute-
Custom

sa-custom-
attribute-
key-value

SAのカス タム属性の名前を指定し ます。 例:  

‘HW_RACK’、 'DEVICE_RACK'

注: SAのカス タム属性のサポー ト を参照し て く だ さい。

編集可能

target-attr source をマ ッ プする先のuCMDBの属性名を指定し ます。

例:  

‘serial_number’、 ‘facility’ 

注: target-attr値は、一意の名前である こ とが必要です。

編集可能

enable こ の属性を有効にする には‘true’、 無効にする には

‘false’。

編集可能
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モデル定義

表7に、 モデル定義を示し ます。 マ ッ ピングフ ァ イル内に定義され、 データオブジ ェ ク ト を uCMDB内でどの

よ う に表現するかを決定するモデルは7種類あり ます。 た と えば、 SA モデルであれば、 uCMDB内でSA を表現

し ます。

CI-Filter enable こ の属性を有効にする には‘true’、 無効にする には

‘false’。

注 : CDATA ブロ ッ クの変更については、 ク エ リ でのフ ィ  

ルターのサポー ト を参照し て く ださい。

編集可能

Relation ucmdb-
relation-
type-name

uCMDBでのCI間の関係を指定し ます。 

例: 'containment'、 'aggregation'

編集可能

ucmdb-
relation-
from-ci-type-
name

uCMDBでの‘from’ CIのCI間の関係を指定し ます。 

たとえば、 nodeから ip_addressへの含有関係を指定するの

であれば、 ‘node’がこの関係の‘from’ CIになります。

編集可能

ucmdb-
relation-
to-ci-type-
name

uCMDBでの‘to’ CIのCI間の関係を指定し ます。 

たと えば、 nodeから ip_addressへの含有関係を指定する

のであれば、‘ip-address’がこの関係の‘to’ CIにな り 

ます。

編集可能

enable こ の属性を有効にする には‘true’、 無効にする には

‘false’。

編集可能

ucmdb-
relation-id-
link

関係にIDリ ンクが含まれる場合は‘true’。‘true’値を指

定する場合は、 ‘from’ CIが存在する必要があります。 関 

係にIDリ ンクが含まれない場合は、 ‘false’にします。

編集可能

表6 XML属性の値 （続き）

XML属性タグ 属性 属性値の例と注 編集可能?

表7 モデル定義

モデル定義のmodel-name 説明

‘sa’ installed_software.xmlを生成し ます

‘hosts’ node.xmlを生成し ます

‘software’ installed_software.xmlを生成し ます

‘compliance’ policy-xmlを生成し ます

‘hypervisor’ hypervisor.xmlを生成し ます

‘vmrelations’ hypervisor.Relationxmlを生成し ます

‘compliance_status’ policyResult.xmlを生成し ます
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これらのXML フ ァ イルは、 マ ッ ピングフ ァ イルに基づいて内部的に生成されます。 直接編集し ないで く だ さ

い。 生成された XML フ ァ イルを直接編集する こ とはサポー ト されていません。 生成されたフ ァ イルに変更を

加えても、 上書き されます。

SAのカス タム属性のサポー ト  

重要 : マ ッ ピ ン グ フ ァ イ ルの編集は、 必ず mapping_custom.xml フ ァ イ ルで行 う 必要があ り ます。 標準の 

mapping.xml フ ァ イルは編集し ないで く だ さい。 mapping.xml フ ァ イルを直接編集する と、 同期が適切に行わ

れな く な り、 エラーの発生する可能性があ り ます。

SAカのス タム属性をuCMDBに転送する方法 

カス タム属性もuCMDBにロー ド できます。 

mapping_custom.xmlフ ァ イルのマ ッ ピングを使用する と、 uCMDBと同期されるSAの属性に加えて、 SAデバイ

スで定義されたSAカス タム属性や、 SAフ ァ シ リ テ ィ から継承されたSAカス タム属性も指定できます。

カス タム属性は、 次のよ う にし てmapping_custom.xmlフ ァ イルで指定できます。

次の例は、 マ ッ ピングフ ァ イルを構成し て、 カス タム属性のDEVICE_RACKを抽出し、 uCMDB内の 

my_location_rackにロー ド する方法を示し ています。 enable属性は‘true’に設定されていますが、 これは、 この

属性をuCMDBにロー ド するよ う選択し たこ と を示し ます。

<CI ucmdb-ci-type-name='node' enable='true' base-class='node'>  
<Attribute-Custom sa-custom-attribute-key-value='DEVICE_RACK' target- 
attr='my_location_rack' enable='true' />

</CI>

強調表示し たテキス ト は、 編集可能なフ ィ ールド を示し ています。

クエ リ でのフ ィ ルターのサポー ト  

mapping_custom.xmlフ ァ イルには、 特定の条件でフ ィ ルター処理する機能もあ り ます。  

特定の条件でフ ィ ルター処理するには、 次の手順を実行し ます。

• CI-FilterタグのCDATAセクシ ョ ンにフ ィ ルタ リ ング句を記述し ます。

• enable属性の値 (有効にする場合は‘true’、無効にする場合は‘false’) を記述し て、 フ ィ ルターを有効にする  

かど うか指定し ます。 

CI-Filter は SA デー タ ベースに基づいて指定するため、 SA スキーマについて理解 し ている こ と が必要です。

CI-Filterは、 CIタ イプご とに1つのみ指定できます。 フ ィ ルターが複数必要な場合は、 AND句とOR句を使用し た

単純なフ ィ ルター式を指定できます。

単一フ ィ ルターの例 (mapping.xmlフ ァ イル内の標準マ ッ ピング):  

<CI ucmdb-ci-type-name='node' enable='true' base-class='node'>
<Attribute source='Node/Name' target-attr='name' enable='true' />
<CI-Filter enable='true'><![CDATA[(DEVICES.OPSW_LIFECYCLE = 
'MANAGED')]]></CI-Filter>            

</CI> 
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上記の例のフ ィ ル タ ーは、 State: ‘managed’ の SA デバイ ス を選択 し ています。 デ フ ォル ト では、 SA-uCMDB 

ConnectorはManagedのデバイスオブジ ェ ク ト のみを同期し ます。

AND句を含むフ ィ ルターの例 (mapping_custom.xml内の修正済みマ ッ ピング): 

<CI-Filter enable='true'><![CDATA[(DEVICES.DVC_MODEL = 'POWEREDGE 2950') and 
(DEVICES.DVC_ID > 300000000)]]></CI-Filter>

上記の例のフ ィ ルターは、 Modelが‘POWEREDGE 2950’で、 かつIDが‘300000000’よ り大きいSAデバイスを選択 

し ています。

拡張された標準マ ッ ピング 

マ ッ ピングフ ァ イルが提供される目的は、 次の処理を実行できるよ う にする こ と です。

• uCMDBに入力する属性の名前を変更

• データ をuCMDBに入力する方法を変更

• 入力するuCMDBのCIタ イプを指定

追加の標準マ ッ ピング

FacilityおよびVirtualizationType属性は、 標準のマ ッ ピングフ ァ イルではデフ ォル ト で無効になっています。

ただし、 次のよ う にする と、 有効にする こ とができます。

ServerVO.getFacility()

<Attribute source='Node/Facility' target-attr='facility' enable='true'/>

ServerVO.getVirtualizationType()

<Attribute source='Node/VirtualizationTypeId' target-attr='virtualization_type_id' 
enable='true'/>

データ変換関数のカス タ マイズ 

uCMDBに入力するデータ を同期中にカス タ マイズする必要がある場合は、カス タム変換メ ソ ッ ド を作成し て、

SA-uCMDB Connectorに提示する こ とができます。 SA-uCMDB Connectorは、 その関数を適用し て、 SA構文のデー  

タ を、 希望するuCMDB構文に変換できます。 カス タム変換メ ソ ッ ド を作成する と、 た と えば、 小文字を大文

字に変換し た り、 バイ ト を メ ガバイ ト に変換し た りする こ とができます。 

カス タ マイズし た変換関数は、tell_conversions.jarとい う jarフ ァ イルを使ってSA-uCMDB Connectorに提示し ま 

す (このフ ァ イルは、 コネク ターを起動する前に、/etc/opt/opsware/tell/libに配置し ておきます)。 コネク ター 

を再起動し たら、 カス タム変換javaク ラスによ ってConversionMethodク ラスが拡張され、 

com.hp.tell.ConversionMethodパッ ケージがイ ンポー ト されます。

データ変換を カス タ マイズするには、 次の手順を実行し ます。

1 SA-uCMDB Connectorが実行中の場合は、 マ ッ ピングフ ァ イルを編集する前に、 Connectorを停止し無効に 

する必要があ り ます。 

• stopコマン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorを停止し ます。

/etc/init.d/opsware-sas stop telldaemon

• disableコマン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorを無効にし ます。

disable
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重要: コネク ターが停止され、 無効になっている こ と を確認し て く だ さい。 コネク ターが停止されず、 無効化 

されていないと きにマ ッ ピングフ ァ イルを編集する と、 Connectorを再起動し よ う と し た と きに問題が発生す

る こ とがあ り ます。 

2 カス タ マイズし た変換関数のコー ド を javaで作成し ます。 

例については、 変換フ ァ イルのサンプル - MyConvertVirtualizationType.Javaを参照し て く だ さい。 この例  

の変換フ ァ イルの名前はMyConvertVirtualizationType.javaです。

3 今作成し た変換フ ァ イルを利用するよ う に、 mapping_custom.xmlフ ァ イルを変更し ます。 

たと えば、 java フ ァ イルMyConvertVirtualizationType.java を指すよ う に、 mapping_custom.xml フ ァ イルに

次の行を配置し ます。 

マ ッ ピングフ ァ イル内の元のテキス ト

<Attribute source='Node/VirtualizationTypeId' 
target-attr='virtualization_type_id' enable='false'/> 

マ ッ ピングフ ァ イル内のカス タ マイズ済みテキス ト

<Attribute source='Node/VirtualizationTypeId' target-attr='device_isVirtual' 
enable='true' 
conversion-name='com.hp.tell.ConversionMethod$com.hp.tell.MyConvertVirtualiza
tionType'/>

XMLのこの修正行には、 次の値があり ます。

• ‘device_isVirtual’は、target-attrの新しい値です。 この変換はデータ型を変更するため、別のuCMDB

属性にマ ッ プする必要があ り ます。 ただ し、 データ型を変更し ない場合は、 同じ target-attr値にマ ッ プ

し ます。 *

• conversion-nameは、 変換属性のXML名です。 これは、 そのままのラベルであ り、 置き換える こ とはで

きません。

• ‘com.hp.tell.ConversionMethod$com.hp.tell.MyConvertVirtualizationType'は、

conversion-nameの属性値で、 MyConvertVirtualizationType.javaが、 java変換コー ドのフ ァ イル名です。 

変換操作を正し く 行う には、 target-attr値が極めて重要: 

データ型の変更

変換によ っ て属性のデー タ 型が変更 さ れる場合は、 target-attr で指定 さ れる変換後の属性の要件 ( 長 さ、 

フ ォーマ ッ ト など) が同じ または互換である こ と を確認し て く だ さい。前の例でtarget-attrの値を変更し たの 

は、 変換によ って実際のデータ型が変更されるためです。 た と えば、 測定単位 (UOM) のみを変換し たのであ  

れば、 実際のデータ型は変化し ないため、 同じtarget-attr値を指定できます。

target-attrご とに一意のフ ァ イル名

target-attrの変換では、 それぞれに一意のjava変換コー ド フ ァ イル名が必要です。 java変換フ ァ イルは、 1つ

のtarget-attr (出力) を表現し ます。 た と えば、 1つのソース属性に対し て複数のtarget-attr変換シナリ オを設  

定できますが、 それぞれの target-attrは、 次の例に示すよ う に、 マ ッ ピングフ ァ イル内の別々の属性タグで

指定する必要があ り ます。 

<Attribute source='Node/VirtualizationTypeId'
target-attr='virtualization_type_id1' 
enable='true' 
conversion-name='com.hp.tell.ConversionMethod$com.hp.tell.MyConvertVirtualiza
tionType1'/>
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<Attribute source='Node/VirtualizationTypeId' 
target-attr='virtualization_type_id2' 
enable='true' 
conversion-name='com.hp.tell.ConversionMethod$com.hp.tell.MyConvertVirtualiza
tionType2'/>

4 カス タ マイズし た変換フ ァ イル ( この例ではMyConvertVirtualizationType.java) を コ ンパイルし ます。 こ  

れで、 実行可能なバイナ リが生成されます。 

5 すべての変換バイナ リ を jarフ ァ イルに圧縮し ます。 フ ァ イル名は、 tell_conversions.jarにし ます。

SA-uCMDB Connectorに認識させるには、 このjarフ ァ イル名を使用する必要があり ます。 

6 jarフ ァ イルをSAコアのデ ィ レ ク ト リ /etc/opt/opsware/tell/libに配置し ます。 これは、 uCMDB Connectorを 

起動する前に行います。 

SA-uCMDB Connectorに認識させるには、 このデ ィ レ ク ト リパスを使用する必要があり ます。 

7 SA-uCMDB Connectorを起動し ます。

SA-uCMDB Connectorの再起動時に、 変換関数によ ってデータが動的に変換されます。  

変換フ ァ イルのサンプル - MyConvertVirtualizationType.Java

この変換フ ァ イルサンプルには、 ガイ ド ラ イ ン と し て使用する java コー ドサンプルが含まれています。 この

javaサンプルは、 SAのVirtualizationTypeをType: NumericからuCMDB用のType: Stringに変換し ます。

属性変換は、 javaフ ァ イルご とに1つのみ設定できます。 複数の属性を変換するには、 複数のjavaフ ァ イルが

必要です。 ターゲッ ト の属性には、 変換を1つのみ設定できます。

ヒ ン ト : 変換フ ァ イルの名前は、 変更する属性に基づいた ものに し て く だ さ い。 この例の java フ ァ イルは 

VirtualizationType属性を変換するため、 その名前はMyConvertVirtualizationTypeと なっています。

package com.hp.tell;

import java.math.BigDecimal;

import com.hp.tell.ConversionMethod;

public class MyConvertVirtualizationType extends ConversionMethod {

public Object convert(Object value) throws Exception{

Integer vType = putInteger(value);
String vValue;

      
/*
 * SAのVirtualizationType (数値) を、 uCMDB用の文字列タ イプに変換する関数。
 */

if (vType > 0) {
vValue = "True";

} else {
vValue = "False";

}
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return vValue;
}

private Integer putInteger(Object o) throws Exception {
        if (o instanceof String) {
            return Integer.valueOf((String) o);
        }
        if (o instanceof BigDecimal) {
        return ((BigDecimal)o).intValue();
        }
        if (o instanceof Integer) {
        return (Integer)o;
        }
        
        throw new Exception("Invalid conversion in putInteger 
"+o.getClass().toString());
    }
}

SA-uCMDB Connectorの管理

SA-uCMDB Connectorの停止と無効化

SA-uCMDB Connectorが実行中の場合は、 Connectorを停止し、 無効にし てからでなければ、 どのよ う な種類の 

構成変更も行う こ とができません。 

SA-uCMDB Connectorを停止し、 無効にするには、 次の手順を実行し ます。

1 stopコマン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorを停止し ます。

/etc/init.d/opsware-sas stop telldaemon

2 disableコマン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorを無効にし ます。

disable

重要: コネク ターが停止され、 無効になっている こ と を確認し てから、 構成の変更を行って く ださい。 コ 

ネク ターが停止されず、 無効になっていない場合は、 Connectorを再起動し よ う と し た と きに問題が発生

する こ とがあ り ます。 

stopコマン ド

SA-uCMDB Connector を停止する と、 SA データ ベースから uCMDB へのデータ転送も停止されます。 SA-uCMDB 

Connectorを停止するには、 SAコアサーバーで次のコマン ド を入力し ます。

/etc/init.d/opsware-sas stop telldaemon

これによ り、 SA-uCMDB Connectorが停止されます。

SA-uCMDB Connectorが無効化されている場合、 出力は次のよ う にな り ます。

opsware-sas:指定された1つまたは複数のコンポーネン トが次のフ ァ イル内に存在しません:
/opt/opsware/oi_util/startup/components.config
SA-uCMDB Connector 61



SA-uCMDB Connector が必要でな く なった場合は、 disable コマン ド を使用し て無効にする こ とができます。 詳 

細については、 disableコマン ド を参照し て く だ さい。

disableコ マン ド

SA-uCMDB Connector を無効にするには、 disable コマン ド を使用し ます。 SA-uCMDB Connector が実行されてい  

る場合、 disable コマン ドはそれを無効にする前に停止し ます。 SA-uCMDB Connectorが無効になっている と き 

は、 起動できません。

disableコマン ドは、フ ァ イル/opt/opsware/oi_util/startup/components.configを変更し、telldaemon (SA-uCMDB 

Connectorのプロセス) の行を コ メ ン ト アウ ト し ます。

disableコ マン ドの場所

disableコマン ドは、 SAコアサーバーの/opt/opsware/tell/binデ ィ レ ク ト リ にあり ます。

disableコ マン ドの構文

/opt/opsware/tell/bin/disable

SA-uCMDB Connectorの有効化と起動

SA-uCMDB Connector を起動するには、 その前に有効化し て、 最新の構成要素が使用されるよ う にする必要が 

あ り ます。 

SA-uCMDB Connectorを有効にし て起動するには、 次の手順を実行し ます。

1 enable コマン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorの構成を変更し ます。 enable コ マン ドのオプシ ョ ンは、 

構成に応じ て複数あ り ます。

次に、 このコマン ドの単純な例を示し ます。

enable --host myserver01.hp.com --port 8888 --user ucmdb-admin 
 --password leM93A3dme

パラ メ ーター、 構文、 およびオプシ ョ ンの詳細については、 enableコマン ド を参照し て く ださい。

2 startコマン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorを再起動し ます。

/etc/init.d/opsware-sas start telldaemon

3 (オプシ ョ ン) 次のコマン ド でSA-uCMDB Connectorのステータ スをチ ェ ッ ク し ます。

/etc/init.d/opsware-sas status telldaemon

詳細については、 SA-uCMDB Connectorのステータ スの表示を参照し て く だ さい。

enableコ マン ド

SA-uCMDB Connectorは、 起動する前にenableコマン ド で有効にし てお く 必要があ り ます。 有効にする と きは、 

uCMDBサーバーの名前または IP ア ド レス、 ポー ト 番号、 ログイ ン、 およびパスワー ド を指定する必要があり

ます。 

enable コマン ド を使用し て、 SA-uCMDB Connector を構成し有効にし ます。 この項では、 enable コマン ド につ 

いて説明し ます。 SA-uCMDB Connectorは、 有効にし てからでなければ起動せきません。

enableコ マン ドは、 次の処理を行います。
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• SA-uCMDB Connectorのカス タム構成フ ァ イル/etc/opt/opsware/tell/tell_custom.confがまだ存在し ていな 

ければ、 作成する  ( デフ ォル ト では、 手動で作成されていない限り、 デプロ イ メ ン ト 時にカス タム構成 

フ ァ イルは存在し ません)。 

• カス タム構成フ ァ イル/etc/opt/opsware/tell/tell_custom.confを変更し、 uCMDBサーバーのホス ト 名また

はIPア ド レス、 ポー ト 番号、 およびログイ ンを入力する。

• ユーザーのパスワー ド を保存する。

• フ ァ イル/opt/opsware/oi_util/startup/components.configを変更し、telldaemon (SA-uCMDB Connectorのプ  

ロセス) の行のコ メ ン ト を解除する。

SA-uCMDB Connectorの実行中にuCMDB構成パラ メ ーターを変更する場合は、SA-uCMDB Connectorを停止し再起  

動し なければ、 変更が有効にな り ません。 

enableコ マン ドの場所

enableコ マン ドは、 SAコアサーバーの/opt/opsware/tell/binデ ィ レ ク ト リ にあり ます。

enableコ マン ドの新しい構文

SA 9.14で、 新しいuCMDBブラウザーをサポー ト するためのパラ メ ーターが、 SA-uCMDB Connectorのenable コ  

マン ド に追加されま し た。 その新しいパラ メ ーターについて、 この項と表8で説明し ます。

enable [--protocol <uCMDBプロ ト コル>] [--host <uCMDBホス トIP>] [--port <uCMDBホス ト ポート

番号>] [--browser_protocol <uCMDBブラウザープロ ト コル>] [--browser_host <uCMDBブラウザーホ

ス トIP>] [--browser_port <uCMDBブラウザーホス ト ポート>] [--user <uCMDB管理ユーザー >] 

[--password <uCMDB管理パスワード>] [--help]

表8 enableコ マン ドの新しいパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明 新規

--protocol 
<uCMDBプロ ト コル> 

uCMDBサーバーのプロ ト コル、 http またはhttps。 デフ ォル ト

はhttpです。

新規

--host 
<uCMDBホス トIP>

このオプシ ョ ンは、 HP uCMDBサーバーのIPア ド レスまたはホ 

ス ト 名を指定し ます。 デフ ォル ト 値はlocalhostです。

—

--port 
<uCMDBホス ト ポート番号>

このオプシ ョ ンは、 HP uCMDBサーバーのポー ト 番号を指定し 

ます。 デフ ォル ト 値は8080です。

—

--browser_protocol 
<uCMDBブラウザープロ ト コル> 

uCMDBブラウザーサーバーのプロ ト コル、httpまたはhttps。デ

フ ォル ト はhttpです。

新規

--browser_host 
<uCMDBブラウザーホス トIP> 

このオプシ ョ ンは、 HP uCMDBブ ラウザーホス ト の名前または 

IPア ド レスを指定し ます。 デフ ォル ト 値はlocalhostです。

新規

--browser_port 
<uCMDBブラウザーホス ト 

ポート>

このオプシ ョ ンは、 uCMDB ブ ラウザーホス ト のポー ト を指定

し ます。 デフ ォル ト 値は8080です。

新規

--user 
<uCMDB管理ユーザー >

このオプシ ョ ンは、 HP uCMDBサーバーの管理ユーザーのユー 

ザー名を指定し ます。 デフ ォル ト 値はadminです。

—

--password 
<uCMDB管理パスワード>

このオプシ ョ ンは、--userオプシ ョ ンで指定し たユーザーの

パスワー ド を指定し ます。 デフ ォル ト 値はadminです。

—
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SSLを有効にし ない場合のenableコマン ドの例: 

enable –-protocol http --host 192.168.8.93 --port 9999 –-browser_protocol 
http –-browser_host 192.168.8.100 –-browser_port 8888 --user john-ucmdb 
--password mypass1234 

uMCDBサーバーとuCMDBブラウザーに対し てSSLを有効にする場合のenableコマン ドの例: 

enable –-protocol https --host 192.168.8.93 --port 9999 –-browser_protocol 
https –-browser_host 192.168.8.100 –-browser_port 8888 --user john-ucmdb 
--password mypass1234 

SA-uCMDB Connectorのステータ スの表示

SA-uCMDB Connectorのステータ スを表示するには、 SAコアサーバーで次のコマン ド を入力し ます。

/etc/init.d/opsware-sas status telldaemon

SA-uCMDB Connectorが有効だが実行されていない場合、 出力は次のよ う にな り ます。

"telldaemon"が実行されているこ とを確認して く ださい: エラー (pidfileが存在しない)

Opsware SASコンポーネン ト に対して"status"操作を実行できませんでした。

SA-uCMDB Connectorが無効化されている場合、 出力は次のよ う にな り ます。

opsware-sas:指定された1つまたは複数のコンポーネン トが次のフ ァ イル内に存在しません: 
  /opt/opsware/oi_util/startup/components.config

SA-uCMDBデータの関係と転送

維持されるCIの関係

表9に、 SA-uCMDB Connectorで維持される構成アイテム (CI) の関係を示し ます。

SA管理対象サーバーを示すuCMDBの例

図18は、 HP uCMDB画面から取ったもので、 下記を表し ています。

• 1つのSA管理対象サーバー (名前はatari)。

表9 維持されるCIの関係

uCMDBのCIから 方法 uCMDBのCIから

Node containment IpAddress

Node composition InstalledSoftware

Node composition Hypervisor

Node aggregation PolicyResult

Hypervisor ExecutionEnvironment Node

Policy composition PolicyResult

SaSystem aggregation Node

SaSystem aggregation Policy
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• 管理対象サーバーのIPア ド レス10.12.10.65。

• 管理対象サーバー atariはVMwareハイパーバイザーを実行し ている。

• 2つの仮想マシンが、 gofishおよびmiraclesとい うハイパーバイザーで実行されている。

図18 uCMDBに表示されたSA管理対象サーバー

uCMDBに転送されるSAデータ

SAデータベースの次のデータが、 uCMDBの構成アイテム (CI) と属性に転送されます (表10を参照)。 

表10 SAによ って設定されるuCMDBのCIと属性 

uCMDBのCI uCMDBの属性

Node Name

Node Description

Node BiosAssetTag

Node DefaultGatewayIpAddress

Node NodeModel

Node SerialNumber

Node BiosUuid

Node NetBiosName

Node MemorySize

Node OsDescription

Node OsFamily
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uCMDBへのデータ転送頻度

SA-uCMDB Connectorが初めて実行を開始する と、 SAデータベースにクエ リ を行い、 uCMDB内にCIを作成し、 SA 

から uCMDB にデー タ を転送 し ます。 その後は、 SA デー タ ベースのデー タ に変更があるたびに、 SA-uCMDB

Connector が変更を自動的に検知し、 変更データ を uCMDB に転送し ます。 このコネク ターは、 ログフ ァ イル /

var/log/opsware/tell/LOAD_STATS.0.logに情報を記録し ます。

SAからuCMDBに転送されるデータの詳細な リ ス ト は、 uCMDBに転送されるSAデータ を参照し て く ださい。

Node TenantOwner

IpAddress Name

IpAddress RoutingDomain

InstalledSoftware Name

InstalledSoftware Vendor

InstalledSoftware BuildNumber

InstalledSoftware DmlProductName

Hypervisor Name

Hypervisor Description

Hypervisor ProductName

Policy Name

Policy Description

Policy PolicyCategory

Policy PolicyDefinedBy

PolicyResult Name

PolicyResult PolicyResultDateTime

PolicyResult ComplianceStatus

PolicyResult RulesCompliant

PolicyResult RulesNonCompliant

PolicyResult ComplianceLevel

SASystem Name

SASystem Description

SASystem Version

表10 SAによ って設定されるuCMDBのCIと属性 （続き）

uCMDBのCI uCMDBの属性
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SAク ラ イアン ト からuCMDBブ ラウザーにアクセス

uCMDBブ ラウザーウ ィ ン ド ウ

サーバーの詳細情報は、 uCMDBブ ラウザーウ ィ ン ド ウに表示できます。 

サーバーの詳細情報を表示するには、 次の手順を実行し ます。

1 SAク ラ イアン ト にログイ ン し ます。

2 [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選択し ます。

3 任意のサーバーを選択し、 [アクシ ョ ン] > [uCMDBブラウザーで開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

オプシ ョ ン: この画面または [検索] パネルでコ ンテキス ト メ ニューを使用する こ と もできます。サーバー   

を選択し て右ク リ ッ ク し、 [次で開 く ] > [uCMDBブラウザー ] を選択し て く だ さい。

SAが特定の管理対象サーバーに対し てuCMDBブラウザーを開 く と きに使用するURLのサンプル: 

http://my-ucmdb.mycomp.com:8080/ucmdb-api/ucmdb-browser/

?locale=en&theme=LIGHT#refocus-selection=<グローバルなuCMDB ID>

4 uCMDB ブラウザーにまだログイ ン し ていない場合は、 これでuCMDB ブラウザーのログイ ン画面が開きま

す。 自分のuCMDBのログイ ン認証情報を画面に入力し て く だ さい。 サイ ン イ ンは、 セ ッ シ ョ ンご とに一

度のみ必要です。

ヒ ン ト : uCMDBブ ラウザーを開いた と きに空白のページや 「ページが見つかり ません」 エラーが表示された場 

合は、 uCMDBがセ ッ ト ア ッ プ されていない、 またはuCMDBサーバーが実行されていないか正し く 構成されて

いない可能性があ り ます。 uCMDBサーバーが構成され、 Tellconnectorが実行されている こ と を確認し て く だ

さ い。

SA-uCMDB Connectorが未構成で、 [uCMDBブラウザーで開 く ] メ ニューを無効にする必要がある場合は [システ   

ム構成] > [Opsware] > [Tell] を選択し、 [uCMDBブ ラウザーのURL] および [uCMDBのURL] の値を値な しに設定し    

ます。

uCMDBブ ラウザーの構成

uCMDBブ ラウザーをSAク ラ イアン ト から起動する必要がある場合は、 SA-uCMDB Connectorを有効にし た後で、 

/opt/opsware/tell/bin/enable のパラ メ ーターを使用し て、 uCMDB ブ ラウザーの関連パラ メ ーターを指定する

必要があ り ます。

--browser_protocol       - uCMDBブラウザーサーバーのプロ ト コル、 httpまたはhttps

--browser_host           - uCMDBブラウザーのホス ト名またはIP

--browser_port           - uCMDBブラウザーのホス ト ポー ト

また、 デフ ォル ト では、 SA ク ラ イアン ト はuCMDB 9.05の互換URL プレ フ ィ ッ クスを使用し て、 uCMDB ブ ラウ 

ザーを起動し ます。

た と えば、 uCMDB 10.01ベースのブ ラウザーを使用するには、 次の手順を実行し ます。

1 stopコマン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorを停止し ます。 

/etc/init.d/opsware-sas stop telldaemon

2 disableコマン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorを無効にし ます。

disable

重要: コネク ターが停止され、 無効になっている こ と を確認し て く だ さい。 コネク ターが停止されず、 無効化 

されていないと きに構成フ ァ イルを改訂する と、 Connectorを再起動し よ う と し た と きに問題が発生する こ と

があ り ます。 
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3 SA-uCMDB Connectorのカス タム構成フ ァ イル/etc/opt/opsware/tell/tell_custom.conf で、 uCMDB ブ ラウザー 

のプレ フ ィ ッ クスを更新し て、 正しいuCMDBバージ ョ ンを示すよ う にし ます。 

例: 

変更前のuCMDB 9.05のデフ ォル ト :

com.hp.sa.tell.ucmdb.browser.path.suffix=/ucmdb-api/ucmdb-browser

変更後のuCMDB 10.01プレ フ ィ ッ クス:

com.hp.sa.tell.ucmdb.browser.path.suffix=/ucmdb-browser

4 構成フ ァ イルを更新し たら、 enableコ マン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorを有効にし ます。 

enableコ マン ドの構文は、 使用環境によ って異な り ます。 enableコマン ドの構文と オプシ ョ ンについては、 こ

のド キュ メ ン ト のenableコマン ド を参照し て く ださい。

5 uCMDB Connectorを再起動し ます。 次のコマン ド を入力し て、 SA-uCMDB Connectorを起動し ます。

/etc/init.d/opsware-sas start telldaemon

6 (オプシ ョ ン) 次のコマン ド でSA-uCMDB Connectorのステータ スをチ ェ ッ ク し ます。

/etc/init.d/opsware-sas status telldaemon

uCMDBサーバーバージ ョ ン9.05および10.01のサポー ト

SA-uCMDB統合に関し て、 SA 9.14以降では次のuCMDBサーバーとの統合をサポー ト し ています。

• uCMDB 9.05コ ンテンツパッ ク10以上、 累積更新パッ ケージ6以上

• uCMDB 10.01コ ンテンツパッ ク12

バージ ョ ンサポー ト および互換性の情報は、 変更される こ とがあり ます。 サポー ト および互換性の最新の情

報については、 関連する製品リ リースのサポー ト マ ト リ ッ クスを参照し て く だ さい。 サポー ト マ ト リ ッ クス

と製品マニュアルは、 次のHPソ フ ト ウ ェ アサポー ト オン ラ イ ンのWebサイ ト で参照できます。

http://support.openview.hp.com/sc/support_matrices.jsp (英語サイ ト )

また、 本リ リースの 『HP Server Automation Support and Compatibility Matrix』 は、 次のHPソ フ ト ウ ェ アサポー    

ト オン ラ イ ンの製品マニュアルWebサイ ト からダウンロー ド できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals (英語サイ ト )

グローバルuCMDB ID 

uCMDB 9.04以前では、 そのuCMDBサーバーが認識し ている ローカルのuCMDB IDのみがSAで同期されていま  

し た。

uCMDB 9.05以降では、 uCMDBグローバルIDジ ェ ネレーターと し てuCMDBサーバーを構成できます。 そこ で生 

成されるuCMDB IDは、 複数uCMDBサーバー環境に対し てグローバルかつ一意です。 このよ う な環境でuCMDB 

ブラウザーを適切に起動するには、 これらのグローバルIDが必要です。

uCMDBサーバーがグローバルIDジ ェ ネレーターと し て構成されている場合、 SA 9.14のSA-uCMDB Connectorは、  

CIのグローバルuCMDB IDを自動的に使用するよ う に機能強化されま し た。 SA-uCMDB Connectorについて、特別  

な構成は不要です。

uCMDBサーバーとuCMDBブラウザーへのSSL接続 
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SA-uCMDB Connectorは、 uCMDBサーバーとuCMDBブラウザーに対し てSSLプロ ト コルをサポー ト し ています。

セキュアソケ ッ ト レ イヤー通信 (SSL) を有効にする場合は、SA-uCMDB Connector用に適切な証明書とキース ト    

アが揃っている こ とが必要です。

SSLを有効にするには、 次の手順を実行し ます。

1 『uCMDBデプロ イ メ ン ト ガイ ド』 の 「セキュアソケ ッ ト レ イヤー通信の有効化」 の指示に従って、 uCMDB

キース ト アを作成し、 証明書を フ ァ イルにエクスポー ト し ます。

2 ステ ッ プ 1 でエクスポー ト し た証明書を SA-uCMDB Connector がイ ンス ト ールされている場所にイ ンポー 

ト し ます。 た と えば、 キース ト アを /var/opt/opsware/crypto/tell に配置する必要があ り ます。 その際、

キース ト アフ ァ イル名はtell.keystoreと し、 キース ト アパスワー ドはhppassと し ます。

イ ンポー ト コマン ドの例:  

/opt/opsware/jdk1.6/bin/keytool -import -noprompt -alias hpsaucmdb -file 
<path_to_the_exported_hpcert> -keypass hppass -keystore /var/opt/opsware/
crypto/tell/tell.keystore -storepass hppass

ア ッ プグレー ド時にアーカ イブ される構成可能フ ァ イル

更新時には、 カス タ マイズ可能で構成可能な特定フ ァ イルが、 保全のためにアーカ イブ されます。

SA-uCMDB Connector 9.14 か ら 10.0 に ア ッ プ グ レ ー ド す る 場合は、 次の フ ァ イ ルが/var/opt/opsware/  

install_opsware/config_file_archive/<フ ァ イルのそれぞれのパス>にアーカ イブ されます。

• tell.conf

• mapping.xml

• logging.properties

• tell_conversions.jar 

• tell.pwd

• tell.keystore

たと えば、 /etc/opt/opsware/tell/tell_custom.comにあるtell_custom.confは/var/opt/opsware/

install_opsware/config_file_archive/etc/opt/opsware/tell/tell_custom.com<アップグ

レードのタ イムスタンプ>にアーカ イブ されます。 

SA-uCMDB Connector 10.0および将来のア ッ プグレー ド では、tell_custom.confとmapping_custom.xmlも保全の  

ためにアーカ イブ されます。 

ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

別のコ アでのSA-uCMDB Connectorの実行

と きには、 マルチマス ター SA メ ッ シュ内の特定のコ アを非アクテ ィ ブにし、 そのメ ッ シュ内の別のコ アから

SA-uCMDB Connectorを実行する こ とが必要になる場合があり ます。この処理は、別のコアからuCMDBサーバー 

にネ ッ ト ワーキングし た方が望ま しい性能が得られる場合にも必要にな り ます。 このよ う な場合は、 次の手

順が必要にな り ます。
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コネク ターを別のコ アで実行するには、 次の手順を実行し ます。

1 最初のコ アでSA-uCMDB Connectorを停止し、 そのコ アに対するアフ ィ ニテ ィ を削除し ます。

/etc/init.d/opsware-sas stop telldaemon
/opt/opsware/tell/bin/tell --release

2 2番目のコ アでenableコマン ド を実行し て、 SA-uCMDB Connectorを有効にし ます。 

enableコ マン ドの構文は、 使用環境によ って異な り ます。 enableコマン ドの構文と オプシ ョ ンについては、 こ

のド キュ メ ン ト のenableコマン ド を参照し て く ださい。

3 SA-uCMDB統合の責任を引き受けてから、 SA-uCMDB Connectorを起動し ます。

/opt/opsware/tell/bin/tell --take 
/etc/init.d/opsware-sas start telldaemon

追加のログ処理を有効にするには、 次の手順を実行し ます。 

1 SA-uCMDB Connectorを起動し ます。

通常のログフ ァ イルは、 /var/log/opsware/tellデ ィ レ ク ト リ に保存されます。 デフ ォル ト のフ ァ イル名は

次のとお り です。

tell.0.log            (通常のスター ト アップログ)

ucmdb_failure.*.log   (同期中に認識されたuCMDBエラー )

LOAD_STATS.*.log      (処理したデータの数)

2 追加のログ詳細を要求するために、 表11を参考にし て、 要求する情報を 

/etc/opt/opsware/tell/logging.propertiesフ ァ イルで指定し ます。 

注意: フ ァ イルの制限を変更する と きは、 注意し て く だ さい。 値が大きいと、 パフ ォーマンスに影響する こ と 

があ り ます。

オンデマン ド同期 

SA を再起動する と、 SA-uCMDB Connectorは、 通常は再起動の前に終了し ていたと こ ろから、 uCMDB に対する 

SAデータの同期を続行し ます。 このコネク ターは、 定期的に完全同期も実行し ます。 ただ し、 ネ ッ ト ワーク

やサーバーに問題があって、 更新データがuCMDBサーバーに届かないよ う な場合は、 完全同期をオンデマン

ド で開始し なければならないこ と もあ り ます。 

同期をオンデマン ド で開始するには、 次の手順を実行し ます。

1 SA-uCMDB Connectorを停止し ます。

表11 /etc/opt/opsware/tell/logging.propertiesのフ ィ ールド

フ ィ ールド 説明

java.util.logging.FileHandler.limit 任意の 1 フ ァ イルに書き込む最大バイ ト 数を指定し

ます。 フ ォル ト 値は10000000です。

java.util.logging.FileHandler.count 使用する フ ァ イルの数を指定し ます。 フ ォル ト 値は

10です。

java.util.logging.FileHandler.append アペン ド モード を指定します。 デフ ォルトはtrueです。

java.util.logging.FileHandler.pattern 出力フ ァ イルの命名パターン  ( ログフ ァ イルの場所 ) 

を指定し ます。 デフ ォル ト は 

/var/log/opsware/tell/tell.%g.logです。
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2 次のオプシ ョ ンを指定し て、 SA-uCMDB Connectorを再起動し ます。

/opt/opsware/tell/bin/tell --startfresh

ログフ ァ イルの表示

SA-uCMDB Connectorは、次のテキス ト ログフ ァ イルを生成し ます。 これらのログフ ァ イルは、 テキス ト エデ ィ  

タ で表示し て、 詳細情報を得る こ とができます。

• /var/log/opsware/tell/tell.0.logは、 SA-uCMDB Connectorで発生する情報、 警告、 およびエラー用のメ イ ン 

のログフ ァ イルです。

• /var/log/opsware/tell/LOAD_STATS.0.logには、 初期データ ロー ドのステータ ス と統計、 および初期データ

ロー ドの完了にかかった概略時間が含まれます。

• /var/log/opsware/tell/ucmdb_failure.0.log には、 uCMDB エラーが含まれます。 SA データが不完全な場合 ( 

た と えば、 必要な uCMDB キーがない場合 )、 これは主と し て調整エ ラーです。 これは、 た と えば、 サー

バーにシ リ アル番号や IP ア ド レスがない場合などに発生し ます。 このログには、 uCMDB例外、 エラーが

発生し た原因、 例外の原因と なったCIの ト レースが含まれます。

SA-uCMDB Connectorデーモン

SA-uCMDB Connectorは、 SAコアサーバー上でデーモン/etc/opt/opsware/startup/telldaemonを実行し ます。 こ 

のプロセスがSAコアサーバーで実行されている こ と を確認し て く だ さい。 

実行されていない場合は、 SA-uCMDB Connectorの有効化と起動の説明に従って起動し て く だ さい。 

実行されている場合は、 SA-uCMDB Connector のステータ スの表示の説明に従っ てステータ スを確認し て く  

ださい。

例 – SA-uCMDB Connectorのマ ッ ピングフ ァ イル

<DB-UCMBD-HIGHLEVEL-MAPPING>
    <!-- generates installed_software.xml -->
    <Model-Definition model-name='sa' enable='true'>
        <CI ucmdb-ci-type-name='server_automation_system' enable='true' 
base-class='server_automation_system'>
            <Attribute source='SA/Description' target-attr='description' 
enable='true'/>
            <Attribute source='SA/Name'  target-attr='name' enable='true'/>
            <Attribute-Default target-attr='version' target-attr-value='9.14' 
enable='true'/>
        </CI>
    </Model-Definition>

    <!-- generates node.xml -->
    <Model-Definition model-name='hosts' enable='true'>
        <CI ucmdb-ci-type-name='server_automation_system' reference-ci='true' 
enable='true'/>

        <CI ucmdb-ci-type-name='ip_address' enable='true' base-class='node'>
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            <Attribute source='IpAddress/PrimaryIpName' target-attr='name' 
enable='true'/>
            <Attribute source='IpAddress/RoutingDomain' 
target-attr='routing_domain' enable='true'/>
        </CI>

        <CI ucmdb-ci-type-name='node' enable='true' base-class='node'>
            <Attribute source='Node/Name' target-attr='name' enable='true'/>
            <Attribute source='Node/Description' target-attr='description' 
enable='true'/>
            <Attribute source='Node/BiosAssetTag' target-attr='bios_asset_tag' 
enable='true'/>
            <Attribute source='Node/BiosSerialNumber' 
target-attr='serial_number' enable='true'/>
            <Attribute source='Node/BiosUuid' target-attr='bios_uuid' 
enable='true'/>
            <Attribute source='Node/DefaultGatewayIpAddress' 
target-attr='default_gateway_ip_address' enable='true'/>
            <Attribute source='Node/NetBiosName' target-attr='net_bios_name' 
enable='true'/>
            <Attribute source='Node/NodeModel' target-attr='node_model' 
enable='true'/>
            <Attribute source='Node/MemorySize' target-attr='memory_size' 
enable='true'/>
            <Attribute source='Node/OsDescription' 
target-attr='os_description' enable='true'/>
            <Attribute source='Node/OsFamily' target-attr='os_family' 
enable='true'/>
            <Attribute source='Node/TenantOwner' target-attr='TenantOwner' 
enable='true'/>
            <Attribute source='Node/Facility' target-attr='facility' 
enable='false'/>
            <Attribute source='Node/VirtualizationTypeId' 
target-attr='virtualization_type_id' enable='false'/>
            <Attribute source='IpAddress/ManagementIpName' 
target-attr='ip_address' enable='false'/>
            <CI-Filter enable='true'><![CDATA[(DEVICES.OPSW_LIFECYCLE = 
'MANAGED')]]></CI-Filter>
        </CI>

        <Relation ucmdb-relation-type-name='containment' 
ucmdb-relation-from-ci-type-name='node' 
ucmdb-relation-to-ci-type-name='ip_address' enable='true' 
ucmdb-relation-id-link='true'/>
        <Relation ucmdb-relation-type-name='aggregation' 
ucmdb-relation-from-ci-type-name='server_automation_system' 
ucmdb-relation-to-ci-type-name='node' enable='true' 
ucmdb-relation-id-link='false'/>
    </Model-Definition>

    <!-- generates installed_software.xml -->
    <Model-Definition model-name='software' enable='true'>
        <CI ucmdb-ci-type-name='node' base-class='node' reference-ci='true' 
enable='true'/>
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        <CI ucmdb-ci-type-name='installed_software' enable='true' 
base-class='installed_software'>
            <Attribute source='InstalledSoftware/DmlProductName' 
target-attr='dml_product_name' enable='true'/>
            <Attribute source='InstalledSoftware/Name'  target-attr='name' 
enable='true'/>
            <Attribute source='InstalledSoftware/Version' 
target-attr='version' enable='true'/>
            <Attribute source='InstalledSoftware/Vendor' target-attr='vendor' 
enable='true'/>
        </CI>

        <Relation ucmdb-relation-type-name='composition' 
ucmdb-relation-from-ci-type-name='node' 
ucmdb-relation-to-ci-type-name='installed_software' 
ucmdb-relation-id-link='true' enable='true'/>
    </Model-Definition>

    <!-- generates policy.xml -->
    <Model-Definition model-name='compliance' enable='true'>
        <CI ucmdb-ci-type-name='server_automation_system' reference-ci='true' 
enable='true'/>

        <CI ucmdb-ci-type-name='policy' base-class='policy' enable='true'>
            <Attribute source='Policy/Name' target-attr='name' enable='true'/>
            <Attribute source='Policy/Description' target-attr='description' 
enable='true'/>
            <Attribute-Default target-attr='policy_defined_by' 
target-attr-value='SA' enable='true'/>
            <Attribute-Default target-attr='policy_category' 
target-attr-value='audit' enable='true'/>
        </CI>

        <Relation ucmdb-relation-type-name='aggregation' 
ucmdb-relation-from-ci-type-name='server_automation_system' 
ucmdb-relation-to-ci-type-name='policy' enable='true' 
ucmdb-relation-id-link='false'/>
     </Model-Definition>

    <!-- generates hypervisor.xml -->
    <Model-Definition model-name='hypervisor' enable='true'>
        <CI ucmdb-ci-type-name='node' base-class='node' reference-ci='true' 
enable='true'/>

        <CI ucmdb-ci-type-name='hypervisor' base-class='hypervisor' 
enable='true'>
            <Attribute source='Hypervisor/Name' target-attr='name' 
enable='true'/>
            <Attribute source='Hypervisor/Description' 
target-attr='description' enable='true'/>
            <Attribute source='Hypervisor/ProductName' 
target-attr='product_name' enable='true'/>
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        </CI>

        <Relation ucmdb-relation-type-name='composition' 
ucmdb-relation-from-ci-type-name='node' 
ucmdb-relation-to-ci-type-name='hypervisor' ucmdb-relation-id-link='true' 
enable='true'/>
    </Model-Definition>

    <!-- generates hypervisorRelation.xml -->
    <Model-Definition model-name='vmrelations' enable='true'>
        <CI ucmdb-ci-type-name='hypervisor' base-class='hypervisor' 
reference-ci='true' enable='true'/>

        <CI ucmdb-ci-type-name='node' base-class='node' reference-ci='true' 
enable='true'/>

        <Relation ucmdb-relation-type-name='execution_environment' 
ucmdb-relation-from-ci-type-name='hypervisor' 
ucmdb-relation-to-ci-type-name='node' ucmdb-relation-id-link='false' 
enable='true'/>
    </Model-Definition>

    <!-- generates policyResult.xml -->
    <Model-Definition model-name='compliance_status' enable='true'>
        <CI ucmdb-ci-type-name='policy' base-class='policy' 
reference-ci='true' enable='true'/>

        <CI ucmdb-ci-type-name='node' base-class='node' reference-ci='true' 
enable='true'/>

        <CI ucmdb-ci-type-name='policy_result' base-class='policy_result' 
enable='true'>
            <Attribute source='PolicyResult/Name' target-attr='name' 
enable='true'/>
            <Attribute source='PolicyResult/ComplianceStatus' 
target-attr='compliance_status' enable='true'/>
            <Attribute source='PolicyResult/PolicyResultDateTime' 
target-attr='policy_result_date_time' enable='true'/>
            <Attribute source='PolicyResult/RulesCompliant' 
target-attr='rules_compliant' enable='true'/>
            <Attribute source='PolicyResult/RulesNonCompliant' 
target-attr='rules_non_compliant' enable='true'/>
            <Attribute source='PolicyResult/ComplianceLevel' 
target-attr='compliance_level' enable='true'/>
        </CI>

        <Relation ucmdb-relation-type-name='composition' 
ucmdb-relation-from-ci-type-name='policy' 
ucmdb-relation-to-ci-type-name='policy_result' ucmdb-relation-id-link='false' 
enable='true'/>
        <Relation ucmdb-relation-type-name='aggregation' 
ucmdb-relation-from-ci-type-name='node' 
ucmdb-relation-to-ci-type-name='policy_result' ucmdb-relation-id-link='true' 
enable='true'/>
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    </Model-Definition>
</DB-UCMBD-HIGHLEVEL-MAPPING>
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